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1 きた住まいるサポートシステムについて 

1.1 きた住まいるメンバーとは︖ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※きた住まいるランド「きた住まいるメンバー一覧」ページ参考 

・https://www.kita-smile.jp/member 
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1.2 きた住まいるサポートシステムの概要について 

「きた住まいる」とは、省エネ性能、耐久性能及び耐震性能を確保しながら、多様化する
ユーザーのニーズにも対応した良質な住まいを安⼼して取得し、維持管理できる環境の形
成を⽬指した制度です。 

この制度により、省エネ性能や耐久性能に係る⼀定の技術⽔準を擁する道内の住宅事業
者である「きた住まいるメンバー」として登録された事業者が、その情報を消費者へわかり
やすく表⽰するため、また、住宅の履歴を保管するためのシステムが「きた住まいるサポー
トシステム」です。 

 

【きた住まいるサポートシステムでできること】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

きた住まいるメンバーの情報や実績の検索 

きた住まいるメンバーシートの作成・公開 

き
た
住
ま
い
る
メ
ン
バ
ー 

住宅ラベリングシートの作成・発行 

一
般
利
用
者 

住宅履歴の保管（住宅建設時から点検・修繕、改修） 

住宅基準への適合判定（北方型住宅基準など） 

→P26 

→P41 

→P47 

→P61 

→P4 

住宅概要シートの作成・公開 

→P41、P53 

住宅ラベリングシートの見方 

履歴保管された住宅情報の見方 

→P11 

→P15 
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動作環境 
本システムは Web アプリケーションのため、ブラウザ上で動作します。 
本システムを利⽤するためには、インターネットへ常時接続していることが必要です。 

 
OS   Microsoft Windows7 以上であること 
   Mac OSX 以上であること 
Web ブラウザ  以下のいずれかのバージョン以上であること 

Microsoft InternetExplorer11 以上 
Mozilla FireFox 28 以上 
Google Chrome 32 以上 
Opera 20 以上 

その他  PDF ファイル閲覧︓Adobe Reader を推奨 
CSV ファイル閲覧・編集︓Microsoft Excel を推奨 

 

その他の動作条件 

本システムでは JavaScript および Cookie を利⽤します。そのため、ブラウザと OS の
設定でこれらを許可するようにしてください。これらが利⽤できない環境では、ソフトのバ
ージョン等が上記のとおりでも、動作しません。 

また、本システムではメールアドレスの登録が必須となっています。有効な PC ⽤のメー
ルアドレスをご⽤意ください。 

 
 
留意事項 

システム更新は、「お知らせ」に掲載されますので、ご留意ください。 
  

 

  



4 
 

1.3 きた住まいるメンバーシート・実績シートについて 

 きた住まいるサポートシステムでは、きた住まいるメンバーの会社概要や有資格者在籍
数、きた住まいる基本性能項⽬に対する技術対応⼒等を⼊⼒することで、「きた住まいるメ
ンバーシート」を作成することができます。 
 また、きた住まいるの基本性能項⽬を満たした住宅のデータを⼊⼒し、実績として反映さ
せることにより、「実績シート」を作成することができます。 
 メンバーシートと実績シートは、⼀般利⽤者がメンバーを検索する画⾯「きた住まいるメ
ンバー検索」で公開することができ、メンバーは⾃社の技術⼒などをＰＲすることができま
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上図のように、メンバー検索画⾯で「メンバーシート」「実績シート」をクリックすると、
以下のような画⾯がそれぞれ開きます。 

 

  

メンバー検索画⾯からメン
バーシート・実績シートを開
くことができます。 
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■ メンバーシートの表⽰例 ① 
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■ メンバーシートの表⽰例 ② 
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■ メンバーシートの表⽰例 ③ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



8 
 

■ メンバーシートの表⽰例 ④ 
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■ メンバーシートの表⽰例 ⑤ 
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■ 実績シートの表⽰例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

実績シートで概要が公開されている住
宅は、クリックすることで「住宅概要シ
ート」を開くことができます。 
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1.4 住宅ラベリングシート・住宅概要シートについて 

 きた住まいるサポートシステムでは、住宅の情報を⼊⼒（→P39）することで、「住宅ラ
ベリングシート」を作成することができ、住宅の性能や特⻑をわかりやすく表⽰することが
できます。 
 
■ 住宅ラベリングシート 

住宅ラベリングシートは、住宅の写真、住宅・⼟地の概要、設計上の特⻑に加え、きた住
まいるで定める基本性能（耐震性能、省エネルギー性能、耐久性能）やきた住まいるブラン
ド住宅の適合状況などを表⽰します。 

きた住まいるメンバーは、建設後に、このシートを住宅所有者に発⾏し、住宅性能などを
説明する際に活⽤します。 

 
新築住宅の場合 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

■住宅の写真 
住宅の外観・内観写真
を表⽰します。 

■住宅性能 
きた住まいる基本性
能・その他の性能項
⽬について表⽰しま
す。 

■住宅の外⽪性能、
気密性能、⼀次エネ
ルギー消費量を表⽰
します。 

■設計上の特⻑やき
た住まいるブランド
住宅への適合状況、認
定・登録状況を表⽰し
ます。

■住宅・⼟地の概
要、事業者について
の情報を表⽰しま
す。 
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既存【リフォーム】住宅の場合 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

■住宅の写真 
住宅の外観・内観写真
を表⽰します。 
■改修⼯事の概要 
耐震性能や省エネ性
能などについて向上
した内容を表⽰しま
す。 

■住宅・⼟地の概
要、事業者（改修）
の概要についての情
報を表⽰します。 

■住宅性能 
きた住まいる基本性
能・その他の性能項
⽬について表⽰しま
す。 

■住宅の外⽪性能、
気密性能、⼀次エネ
ルギー消費量を表⽰
します。 

■きた住まいるブラ
ンド住宅への適合状
況、認定・登録状況を
表⽰します。 



13 
 

■ 住宅概要シート 
 住宅概要シートは、住宅ラベリングシートから個⼈情報を除いた情報を表⽰したシー
トであり、住宅ラベリングシートを作成することで⾃動的に作成することができます。
このシートは「きた住まいるメンバー」が設計・建設した住宅の概要として、本システ
ム上で⼀般の⽅に公開（→P10）することができます。 

 
 

新築住宅の場合 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
  

  

■住宅・⼟地の概
要、事業者（改修）
についての情報を表
⽰します。 

■住宅性能 
きた住まいる基本性
能・その他の性能項
⽬について表⽰しま
す。 

■住宅の外⽪性能、
気密性能、⼀次エネ
ルギー消費量を表⽰
します。 

■きた住まいるブラ
ンド住宅への適合状
況、認定・登録状況を
表⽰します。 

■住宅の写真 
住宅の外観・内観写真
を表⽰します。 
(住宅概要シート専⽤
写真) 
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既存【リフォーム】住宅の場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

■住宅・⼟地の概
要、事業者について
の情報を表⽰しま
す。 

■住宅性能 
きた住まいる基本性
能・その他の性能項
⽬について表⽰しま
す。 

■住宅の外⽪性能、
気密性能、⼀次エネ
ルギー消費量を表⽰
します。 

■設計上の特⻑やき
た住まいるブランド
住宅への適合状況、認
定・登録状況を表⽰し
ます。

■住宅の写真 
住宅の外観・内観写真
を表⽰します。 
(住宅概要シート専⽤
写真) 
■改修⼯事の概要 
耐震性能や省エネ性
能などについて向上
した内容を表⽰しま
す。 
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1.5 履歴保管された住宅情報について（住宅 ID 取得者） 

住宅 ID 取得者は、付与された住宅 ID 及びパスワードでログインし、マイページから履
歴保管された住宅情報を閲覧することができます。 

マイページの「保管データ（基本）を⾒る」または「保管データ（詳細）を⾒る」ボタン
をクリックすると以下の様な画⾯に移動します。この画⾯では、住宅情報のグループ毎に住
宅情報が閲覧することができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

画⾯の各部分の意味について 

  

番号 説明 
1 ⼤グループ選択ボタン 
2 ⼩グループ選択ボタン（⼤グループによって切り替わります） 
3 住宅 ID 取得者は使⽤できません 
4 各項⽬に対する住宅の情報 
5 住宅の詳細情報（マイページ）画⾯に戻るボタン 

6 住宅ラベリングシートを表⽰するボタン 

7 きた住まいるの実績に反映する要件⼀覧を表⽰するボタン 
※住宅 ID 取得者は使⽤しません。 

8 住宅ラベリングシートを発⾏する要件⼀覧を表⽰するボタン 
※住宅 ID 取得者は使⽤しません。 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 
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2 システム利⽤のおおまかな流れ 
 

本システムの利⽤のおおまかな流れは以下のようになります。 
詳細については項⽬毎、各ページにてご確認下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

  

 

きた住まいる実績として反映 

→Pxx 

メンバー検索画⾯でメンバー情報ときた住まいる実績等の表⽰ 

「きた住まいるメンバー」登録申請 

本システムの「きた住まいるメンバー」ID・パスワード発⾏ 

利⽤者 ID の紐付け 住宅ラベリングシート発⾏（または添付） 

保管機関による保管 

→P61 

→P41 

→P53 

きた住まいるサポートシステム 

メンバーシートの作成 

保管⽤詳細データの⼊⼒ 
→P26 

→P65 

→P56 

住宅データの作成メンバー情報の⼊⼒ 

住宅履歴の保管
保管機関へ保管申請 

システムへのログイン 

住宅ラベリングシート作成データの⼊⼒ 

メンバーシートの公開設定 
→P29 →P47 

 

保管後の活⽤ 

点検時期メール配信設定 点検・修繕履歴の⼊⼒ 

→P51 →P52 
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3 システムへのログイン 

3.1 ID・パスワードの取得 

きた住まいるメンバーの場合 
本システムで「きた住まいるメンバー」としてメンバー情報⼊⼒・住宅データの⼊⼒を⾏

うためには、まず、北海道にきた住まいるメンバーの登録を申請し、登録後に通知される本
システムのきた住まいるメンバー⽤の ID・仮パスワードによりログインする必要がありま
す。 

「きた住まいるメンバー」の登録を⾏う場合は、トップページの下部にある北海道のサイ
トへリンクしているボタンをクリックし⼿続きを⾏ってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
住宅 ID 取得者の場合 

⾃⾝の住宅がきた住まいるサポートシステムで保管されると住宅 ID 及びパスワードが発
⾏されますので、保管機関（（⼀財）北海道建築指導センター）より通知を受けてください。 

 
 
 
 

  

クリック 
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3.2 ログイン 

きた住まいるメンバーの場合 
上部のメニューから「事業者専⽤マイページ」をクリックします。 

 
 
 
 
 
 

すると、以下のようなログイン画⾯が表⽰されます。 
ここで「ユーザ ID」「パスワード」欄に、きた住まいるメンバー⽤の ID・パスワードを

⼊⼒し、「ログイン」をクリックします。 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
正しくログインすると、以下のような「マイページ（きた住まいるメンバー専⽤）」が表

⽰されます（誤ったパスワード等の場合、その旨表⽰されます）。このマイページ内で、住
宅データを新しく作成したり、メンバー情報を⼊⼒・変更するなどの操作を⾏います。 
 ※北海道から通知された仮パスワードは変更してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

クリック 

⼊⼒ 

クリック 
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住宅 ID 取得者の場合 
上部のメニューから「事業者専⽤マイページ」をクリックします。 

 
 
 
 
 
 

すると、以下のようなログイン画⾯が表⽰されます。 
ここで「ユーザ ID」「パスワード」欄に、きた住まいるメンバー⽤の ID・パスワードを

⼊⼒し、「ログイン」をクリックします。 
 
 
 
 
 

 

 

 

正しくログインすると、以下のような「マイページ（住宅 ID 取得者専⽤）」が表⽰されま
す（誤ったパスワード等の場合、その旨表⽰されます）。このマイページ内で、住宅ラベリ
ングシートの閲覧、保管データを⾒ることができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

クリック 

⼊⼒ 

クリック 
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3.3 ログアウト 

ログアウトする場合は「ログアウト」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 

  

クリック 
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4 パスワードの変更 
前項のように、本システムを利⽤する場合は ID・パスワードが必要となります。ID は変

更することができませんが、パスワードは適宜、変更することが可能です。 
パスワードを変更する場合、ログイン後の画⾯の右上にある「パスワード変更」をクリッ

クします。 
 
 
 
 
 
 
すると、以下のような画⾯が開きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
この画⾯で「新パスワード」「新パスワード確認」欄に新しいパスワードを⼊⼒します。

パスワードは半⾓英数字、6 ⽂字以上 20 ⽂字以内である必要があります。⼊⼒したら「パ
スワードを変更する」ボタンをクリックします。 

クリック後は、マイページに戻ります。 
 
次回のログインから、新しいパスワードを使ってログインしてください。 
 
 
 

  

クリック 

新パスワードを⼊⼒ 確認のため再度⼊⼒ 

クリック 
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5 マイページについて 

5.1 きた住まいるメンバーの場合 

マイページ（きた住まいるメンバー専⽤）では、住宅データを新しく作成したり、メンバ
ー情報を⼊⼒・変更したり、ID を取得している利⽤者の管理するデータを共有することが
できるよう、紐付けすることができます。 

マイページ（きた住まいるメンバー専⽤）の各部分の意味、ならびにボタン等の機能は以
下のとおりです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

3 

7 

1 2 

8 

9 

11 

10 

6 4 5 
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マイページの各部分の意味、ならびにボタン等の機能について 

 
 
 
 
 

  

番号 説明 
1 パスワードを変更したい場合、ここをクリックします。 
2 システムを終える場合、ここをクリックします。 
3 メンバーの会社概要が表⽰されます。 
4 メンバーシートを確認する場合、ここをクリックします。 
5 実績シートを確認する場合、ここをクリックします。 
6 住宅データの新規作成をする場合、ここをクリックします。 
7 メンバー情報の⼊⼒及び公開設定を⾏う場合、ここをクリックします。 
8 システムからのお知らせが表⽰されます。 
9 管理している住宅データの⼀覧が表⽰されます。 
10 住宅データの詳細を閲覧・操作する場合、ここをクリックします。 
11 新しく利⽤者を紐付けしたい場合、ここをクリックします。 
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5.2 住宅 ID 取得者の場合 

マイページ（住宅 ID 取得者専⽤）では、住宅ラベリングシート及び住宅概要シートの閲
覧、保管データの閲覧、点検・修繕履歴シートの閲覧等をすることができます。 

マイページ（住宅 ID 取得者専⽤）の各部分の意味、ならびにボタン等の機能は以下のと
おりです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

1 2 

3 

4 

5 
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マイページの各部分の意味、ならびにボタン等の機能について 

 
各ボタンの機能 

 
 

  

番号 説明 
1 パスワードを変更したい場合、ここをクリックします。 
2 システムを終える場合、ここをクリックします。 
3 住宅の写真が表⽰されます。 
4 住宅の概要データが表⽰されます。 
5 各種画⾯にリンクしているボタンです。以下に詳細を記載しています。 

ボタンの名称 内容 説明 参照 
住宅概要シート
を⾒る 

住宅概要シートの PDF ファイル
を表⽰します。 

 →P13 

住宅ラベリング
シートを⾒る 

住宅ラベリングシートの PDF フ
ァイルを表⽰します。 

 →P11 

保管データ（基
本）を⾒る 

住宅の基本的なデータを⾒るこ
とができます。 
※閲覧のみとなります。 

基本的なデータとは、住宅
ラベリングシートに記載
されている内容で、住宅・
⼟地の概要、基本的な住宅
性能等のことをいいます。 

 

保管データ（詳
細）を⾒る 

住宅の詳細なデータを⾒ること
ができます。 
※閲覧のみとなります。 

詳細なデータとは基本的
なデータに加えて、住宅が
備える基準・⽔準を判定す
るために⼊⼒されたデー
タのことをいいます。 

 

点検・修繕履歴の
⼊⼒ 

この画⾯は、既存住宅の点検・修
繕履歴を⼊⼒する画⾯が開きま
す。 

 →P52 

点検・修繕履歴シ
ートを⾒る 

点検・修繕履歴シートの PDF フ
ァイルを表⽰します。 

  

点検時期メール
配信設定 

点検時期のお知らせをメール配
信する設定を⾏います。 

 →P51 

⼊⼒データ⼀覧
の出⼒ 

住宅データを⼀覧形式で PDF フ
ァイルとして出⼒できます。 

  

保管期間の延⻑
申請 

保管後に、保管機関へ、保管期間
の延⻑の申請を⾏うことができ
ます。 

保管後にのみ使⽤できま
す。 
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6 きた住まいるメンバーシートの作成 
きた住まいるサポートシステムでは、きた住まいるメンバーは⾃社の情報をきた住まい

るメンバー情報として⼊⼒することにより、「きた住まいるメンバーシート」が作成でき、
⼀般利⽤者等にシートを表⽰・検索していただくことができます。 

※設計及び施⼯の両⽅を⾏っている事業者は、両⽅の実績を⼊⼒してください。 

6.1 きた住まいるメンバー情報の⼊⼒ 

メンバーシートを作成する場合は、「マイページ（きた住まいるメンバー専⽤）」の以下の
ボタンをクリックし、きた住まいるメンバー情報の⼊⼒画⾯を開きます。 

 
 
 
 
 
 
 

 
きた住まいるメンバー情報の⼊⼒画⾯は以下のようになっています（抜粋）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

クリック 
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各項⽬には、それぞれ、次に⽰す表に記載したとおりの内容を⼊⼒します。 
⼊⼒後には、画⾯下部の「記⼊内容を送信する」ボタンをクリックします。クリックしな

ければ、⼊⼒したデータは保存されずに、ページの移動などで消えてしまいます。 
「必須」と表⽰されている項⽬は必ず⼊⼒して下さい。未⼊⼒となっている場合は、メン

バーシートを公開設定することが出来ません。 
 
きた住まいるメンバー情報の⼊⼒項⽬ 

 
 
 
 
 

  

項⽬の名称 ⼊⼒内容 説明 

会社概要 
⾃社の連絡先、業務内容、対応する住宅種
類、建設業許可や建築⼠事務所登録種別等
を⼊⼒します。 

 

有資格者在籍数 

⾃社の有資格者在籍数を、資格ごとに⼊⼒
します。記載のない資格は「その他有資格
者」欄に資格の名称と在籍数を記載しま
す。 

 

過去の実績 

北⽅型住宅や⻑期優良住宅、地域型住宅な
ど、過去の実績数を記載します。 

会社概要の「対応する住
宅種類」でチェックをし
なかった住宅種類では⼊
⼒不要です。 

基本性能項⽬に
対する技術対応
⼒ 

きた住まいるの基本性能に対する⾃社の
技術対応⼒を⼊⼒します。対応する住宅種
類に応じた対応⼒について⼊⼒します。 

会社概要の「対応する住
宅種類」でチェックをし
なかった住宅種類では⼊
⼒不要です。 

住宅履歴の保管 

住宅履歴を本システムで保管する場合は
「本システムでの保管」にチェックを⼊
れ、他のシステムで保管する場合はその保
管⽅法と保管機関を⼊⼒します。 

 

建設後の点検・維
持管理および PR
次項 

建設後の点検内容・期間について⼊⼒しま
す。また、⾃社の PR ⽂章や写真、パンフ
レットを⼊⼒します。PR は 3 項⽬⼊⼒で
きますので、できるだけ 3 項⽬とも⼊⼒
するようにしてください。 

添付する写真は、検索画
⾯等に表⽰されますの
で、肖像権や著作権、個
⼈情報等に⼗分配慮して
ください。 
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⼊⼒した結果は、マイページに戻り「メンバーシート」から確認できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 きた住まいるメンバーシートは⼀般利⽤者にも同様の画⾯が表⽰されますので、⼊⼒後
に確認してください。また、最下段には PDF 版を表⽰するボタンもありますので合わせて
確認してください。 
 次項の「6.2 きた住まいるメンバーシートの公開・⾮公開設定」で公開設定をするまで
は表⽰および検索されませんのでご注意ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

クリック 

PDF 版をダウンロード 
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6.2 きた住まいるメンバーシートの公開・⾮公開設定 

メンバーシートの公開・⾮公開設定をする場合は、「メンバーシートの公開・⾮公開を設
定する（⼊⼒後にメンバーシートを公開してください）」のボタンをクリックしてください。 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
すると、以下のようなメンバーシート公開設定画⾯が表⽰されます。 
ここで「⾮公開とする」「公開する」を選択します。 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

公開設定をすると「きた住まいるメンバー検索」で検索結果に表⽰されるようになり⼀般
利⽤者がメンバーシート等を閲覧できるようになりますので、必ず「公開する」を選択して
ください。 
 

  

クリック 

選択 
チェック 

クリック 
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7 住宅データを新しく作成する 
きた住まいるサポートシステムでは、きた住まいるメンバーが設計・建設した住宅のデー

タを作成・⼊⼒し、実績の公開やデータの保管をすることができます。 
 
住宅データを新しく登録する場合は、マイページの以下のボタンをクリックし「住宅デー

タを新規登録」画⾯を開きます。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
住宅データの新規登録画⾯は以下のようになっており、住宅の基本データを⼊⼒します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 各項⽬には、それぞれ、次に⽰す表に記載したとおりの内容を⼊⼒します。 
 ⼊⼒後には「新規登録を実⾏する」をクリックします。 
 

  

クリック 

クリック 

⼊⼒ 
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住宅データの新規登録時の⼊⼒項⽬ 

 
住宅データを新しく作成すると、マイページの「管理している住宅データ⼀覧」に掲載さ

れます。その後の住宅データの⼊⼒については、次項で解説します。 
 
 

  

項⽬の名称 ⼊⼒内容 説明 

住宅データ名 この住宅データをシステムで表⽰する際、タイ
トルとして表⽰する名称を⼊⼒します。 

必須・全⾓または半
⾓⽂字にて⼊⼒ 

基準・⽔準 

この住宅が備える基準・⽔準を選択⼊⼒しま
す。なお、選んだ基準・⽔準に応じて、「保管
⽤詳細データの⼊⼒・各基準適合判定（→
P32）」で適合状況を判定することができます。 
※住宅の保管を⾏うには、選択した基準・⽔準
で適合する必要があります。 

必須・選択式 

住宅の種類 住宅の種類（⼾建や共同、新築や改修）を選択
します。 

必須・選択式 

きた住まいるブ
ランド住宅登録
名 

「基準・⽔準」で「きた住まいるブランド住宅」
とした場合に選択します。 

必須・選択式 
※「基準・⽔準」で
「きた住まいるブラ
ンド住宅」を選択し
た場合に必須 

担当作業 この住宅にどのように関わったか（設計・建設・
設計建設両⽅）を選択⼊⼒します。 

必須・選択式 

データの扱い 

「通常データ」とすると、保管申請をせずにデ
ータ作成⽇から１年経過すると、データが削除
されてしまいます。 
「ひな形データ」とすると、保管申請ができな
い代わりに、１年経過しても削除されません。 
「ひな形データ」は、⾃社の住宅に係る特⻑・
共通性能などをあらかじめ⼊⼒しておき、コピ
ーして新しい住宅データを作成する際のコピ
ー元として利⽤することができます。 

必須・選択式 

掲載される 
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※きた住まいるランド「きた住まいるブランド住宅登録⼀覧」ページ参照 
 ・https://www.kita-smile.jp/brand_house 

■きた住まいるブランド住宅の登録基準 
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※北海道では、きた住まいるメンバーにより設計・施工された北方型住宅・北方型住

宅 ECO・北海道Ｒ住宅に対し、『きた住まいるブランド住宅』として登録しています。 
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8 住宅の詳細情報の⼊⼒について 
前項により住宅データを新しく作成すると、その住宅の詳細情報画⾯が開きます。また、

管理している住宅データ⼀覧で当該住宅の「詳細情報」をクリックすると詳細情報画⾯が開
きます。 

住宅の詳細情報画⾯では、その住宅に係るデータの⼊⼒や、保管申請や保管延⻑の⼿続き、
住宅データの削除、住宅ラベリングシートの出⼒などさまざまな操作を⾏うことができま
す。 

 
 
 
 
 
 
 
住宅の詳細情報画⾯の各部分の意味、ならびに機能は以下のようになっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

1 

2 

4 

クリック 

3 
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住宅の詳細情報画⾯の各部分の意味について 

 

  

番号 説明 
1 住宅の外観・内観写真が表⽰されます。 

※「住宅ラベリングシート・住宅概要シート作成データの⼊⼒」画⾯等で設定
できます。 

2 住宅データの⼊⼒を⾏います。 
※住宅ラベリングシート・住宅概要シートを作成する場合はここをクリックし
ます。 

3 住宅データの⼊⼒を⾏います。 
※保管⽤詳細データの⼊⼒・各基準適合判定を⾏うにはここをクリックしま
す。 

4 住宅の概要が表⽰されます。 
2、3 で住宅データを⼊⼒することで表⽰されるようになります。 

5 各種画⾯にリンクしているボタンです。 
住宅データの作成・⼊⼒、住宅ラベリングシートの発⾏、住宅履歴情報の保管、
保管後の活⽤等を⾏うことが出来ます。 

5 
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住宅の詳細情報画⾯の下部のボタンの機能 

 

ボタンの名称 内容 説明 参照 
住宅データの複
製更 

この住宅データを別の名前で複製
することができます。なお、写真・
ファイル、保管状態・保管番号は
複製されません。 

  

住宅データ名等
の変更 

この住宅データを新規作成したと
きに決めた住宅データ名や住宅の
種類などを変更することができま
す。 

ラベリングシートの発⾏
及び保管申請するまで使
⽤できます。 

 

⼀時保存住宅デ
ータの削除 

この住宅データを削除します。削
除すると、すべての情報・画像等
が削除されます。 

ラベリングシートの発⾏
及び保管申請するまで使
⽤できます。 

 

⼊⼒データ⼀覧
の出⼒ 

「住宅ラベリングシート・住宅概
要シート作成データの⼊⼒」およ
び「保管⽤詳細データの⼊⼒・各
基準適合判定」で⼊⼒したデータ
を⼀覧形式でPDFファイルとして
出⼒できます。 

  

点検時期メール
配信設定（事業者
⽤） 

点検時期のお知らせをメール配信
する設定を⾏います。 

  

住宅ラベリング
シートを⾒る 

住宅ラベリングシートのPDFファ
イルを表⽰します。 

 →P11 

住宅概要シート
を⾒る 

住宅概要シートのPDFファイルを
表⽰します。 

 →P13 

住宅ラベリング
シートの発⾏ 

この住宅の住宅ラベリングシート
の内容を確定します。発⾏には所
定の項⽬の⼊⼒等が必要です。 

発⾏後は住宅データを変
更することができません 

→P53 

ラベリングシー
トを添付 

本システムでラベリングシートを
発⾏せずにきた住まいるへの実績
反映を⾏う場合、独⾃の住宅ラベ
リングシートの添付を⾏うことが
できます。 

本システムで発⾏したラ
ベリングシートは添付し
ないでください。 

 

保管申請をする 保管機関にこの住宅の保管を申請
します。保管申請は、選択した住
宅区分（→P30）が適合になるまで
申請できません。 

申請後・保管後、選択し
た住宅区分の未適合の間
は使⽤できません。 

→P61 
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ボタンの名称 内容 説明 参照 
保管申請書の出
⼒ 

保管機関に提出する保管申請書の
PDF を出⼒できます。 

保管申請後にのみ使⽤で
きます。 

 

委任状の出⼒ 委任状を出⼒します。   
きた住まいるの
実績に反映 

この住宅をきた住まいる実績とし
て反映します。反映には所定の項
⽬の⼊⼒等が必要です。 

 →P56 

概要シートの公
開状態を設定 

実績シートにその住宅データの概
要シートを表⽰するか否かを決定
することができます。 

  

点検・修繕履歴の
⼊⼒ 

この画⾯は、既存住宅の点検・修
繕履歴を⼊⼒する画⾯が開きま
す。 

保管後の点検・修繕履歴
の⼊⼒は、「住宅 ID 取得
者専⽤マイページ」から
も⼊⼒できます。 

→P52 

点検・修繕履歴シ
ートを⾒る 

点検・修繕履歴シートの PDF ファ
イルを表⽰します。 

  

点検時期メール
配信設定 

点検時期のお知らせをメール配信
する設定を⾏います。 

 →P51 

保管期間の延⻑
申請 

保管後に、保管機関へ、保管期間
の延⻑の申請を⾏うことができま
す。 

保管後にのみ使⽤できま
す。 
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9 住宅データの⼊⼒について 
新しく作った住宅データに、「住宅ラベリングシート・住宅概要シート作成データの⼊⼒」

画⾯で住宅情報を⼊⼒することで「住宅ラベリングシート」及び「住宅概要シート」を作成
できます。また「保管⽤詳細データの⼊⼒・各基準適合判定」画⾯で住宅情報を⼊⼒するこ
とで各住宅区分の基準に適合しているかを判定することができます。適合となれば保管申
請を⾏うことができます。 

9.1 住宅データ⼊⼒の主な流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

住宅データ新規作成 

住宅ラベリングシート 

・住宅ラベリングシート及び住宅概要シートを作成するための⼊⼒ 
・きた住まいるの実績に反映するための⼊⼒ 

住宅データの⼊⼒ 

住宅概要シート 

 保管⽤詳細データの⼊⼒・各基準適合判定 

住宅ラベリングシートを発⾏する 

⼊⼒値が 
反映される 

・保管申請する（住宅区分の基準に適合させる）ための⼊⼒ 

住宅ラベリングシートの 
発⾏要件 

未適合 
 

適合 
 

適合 
 

適合 
 

きた住まいるの実績に反映する 

保管申請する 

きた住まいるの実績に 
反映する要件 

各住宅区分基準の 
適合要件 

※注意︓発⾏すると住宅データは 
編集できなくなります 

未適合 
 

未適合 
 

※以下の要件はすべて⾃動で判定されます。 
 

住宅ラベリングシート・住宅概要シート作成データの⼊⼒ 
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9.2 住宅データの⼊⼒ 

まず、住宅の詳細情報画⾯を開きます。 
住宅の詳細情報画⾯は、新しく住宅データを作った場合は⾃動的にすぐ表⽰されますが、

いったん作成した住宅データについて新たに住宅データを⼊⼒したい場合は、マイページ
（きた住まいるメンバー専⽤）画⾯の住宅データ⼀覧から「詳細情報」リンクをクリックし
ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
住宅データを⼊⼒するには、「住宅の詳細情報」画⾯で、「住宅ラベリングシート・住宅概

要シート作成データの⼊⼒」ボタンや「保管⽤詳細データの⼊⼒・各基準適合判定」ボタン
のいずれかをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
住宅データ⼊⼒⽤の各ボタンのちがいについて 

  

ボタンの名称 内容 説明 参照 

「住宅ラベリングシー
ト・住宅概要シート作
成データの⼊⼒」ボタ
ン 

「住宅ラベリングシート」およ
び「住宅概要シート」を作るに
あたって必要⼗分な基本的な
項⽬のみを⼊⼒できる画⾯を
開きます。 
また、「きた住まいるの実績」
としたい場合もこちらでの⼊
⼒となります。 

住宅ラベリングシー
ト・住宅概要シート
を作成したい場合、
きた住まいるの実績
としたい場合はこち
らを利⽤します。 

→P41 

「保管⽤詳細データの
⼊⼒・各基準適合性判
定」ボタン 

詳細な情報を⼊⼒し、選択した
住宅区分ごとの適合性判定な
どを⾏うことができる画⾯が
開きます。 

保管申請をするため
に住宅区分に対して
適合させるためには
こちらを利⽤しま
す。 

→P47 

クリック 

クリック クリック 
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9.3 住宅ラベリングシート・住宅概要シートの作成 

住宅の詳細情報画⾯（→P35）内の「住宅ラベリングシート・住宅概要シート作成データ
の⼊⼒」ボタン（以後、「ラベリングシート⼊⼒ボタン」と呼びます）は、住宅ラベリング
シートおよび住宅概要シートを出⼒するために必要な項⽬だけを集めた⼊⼒画⾯を開くこ
とができます。 

 
「住宅ラベリングシート・住宅概要シート作成データの⼊⼒」画⾯（以後、「ラベリング

シート⼊⼒画⾯」と呼びます）の各部分の意味、および機能は以下のとおりとなっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ラベリングシート⼊⼒画⾯の各部分の意味について 

  

番号 説明 参照 
1 ⼤グループ選択ボタン  
2 ⼩グループ選択ボタン（⼤グループによって切り替わります）  
3 記⼊内容を送信するボタン  
4 ⼊⼒項⽬（ここにデータを⼊⼒）  
5 住宅の詳細情報画⾯に戻るボタン  

6 現在の住宅ラベリングシートを表⽰するボタン  

7 きた住まいるの実績に反映する要件⼀覧を表⽰するボタン →P56 

8 住宅ラベリングシートを発⾏する要件⼀覧を表⽰するボタン →P53 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 
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ラベリングシート⼊⼒画⾯では、上部の⼊⼒ページの⼤グループ選択ボタンを押すと、左

側の⼩グループ選択ボタンの⼀覧が⼊れ替わります。 
⼩グループ選択ボタンを押すと、関連する項⽬が⼊⼒できる画⾯が開きます。このように

して各ページを開き、その住宅のデータを⼊⼒していきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
また、ラベリングシート⼊⼒画⾯では、住宅データの項⽬ごとに、⽂字・数字をキーボー

ドから⼊⼒したり、⼀覧から内容を選択したり、写真を添付することにより⼊⼒をすすめて
いきます。 

ラベリングシート⼊⼒画⾯の⼊⼒⽅法ごとの説明は以下のとおりです。 
 

■ ⽂字・数字の⼊⼒ 
 

 
 
 
 
⽂字・数字を⼊⼒する場合、項⽬をクリックして記⼊できる状態にして、キーボードから

直接⼊⼒します。⼊⼒が終わったら、画⾯内の「記⼊内容を送信する」ボタンをクリックし
ます。なお、画⾯内の「記⼊内容を送信する」ボタンは複数ありますが、どれをクリックし
ても、画⾯内の⼊⼒項⽬がすべて送信されます。 
 
 
 
 

⽂字・数字を⼊⼒する項⽬ 

⼊⼒を終えたらクリック 

⼤グループ選択ボタン 

⼩グループ選択ボタン 

（⼤グループによって切り替わる） 
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■ ⽇付の項⽬（カレンダー項⽬）の⼊⼒ 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⽇付を⼊⼒する項⽬の場合、項⽬を選択すると、図のようなカレンダーが表⽰されること
があります。カレンダーが表⽰されたら、年・⽉を選択し、表⽰された当⽉の⽇付を選択す
ることで、例えば「2016/06/01」といったような⻄暦年⽉⽇をかんたんに正確に⼊⼒する
ことができます。 

⼊⼒が終わったら、画⾯内の「記⼊内容を送信する」ボタンをクリックします（⽂字等の
⼊⼒の際と同じ）。 

 
 
■ 写真添付項⽬の⼊⼒ 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

⽇付を⼊⼒する項⽬（カレンダー） 

3 

4 

5 6 

1 2 
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写真添付項⽬の各部分の意味について 

 
写真添付項⽬では、⾃分のコンピュータ内にある写真（画像）ファイルを選択して添付し

ます。 
新たに写真を添付する場合、まず、「追加・更新」ボタンをクリックして⾃分のコンピュ

ータ内の画像ファイル⼀覧を表⽰し（※表⽰内容はお使いの環境によって異なります）、画
像を選択します。すると、項⽬上部に選択した写真が表⽰されます。 

また、写真の下にある説明⽤のコメント欄に⼊⼒することができます。説明⽤のコメント
は必須ではありません。 

 
ひとつの項⽬（例えば「住宅の写真」の「外観写真」）には、原則として４つまで画像が

添付できます。そのなかから⼀つ、代表的な写真を選び、「代表」ボタンにチェックします。 
代表的な写真は、この項⽬を印刷・出⼒する場合に表⽰されます。 
 
添付できる写真（画像）ファイルの種類は以下のとおりです。 
 
・JPEG ファイル（拡張⼦が*.jpg または*.jpeg） 
・PNG ファイル（拡張⼦が*.png） 
・GIF ファイル（拡張⼦が*.gif） 
 
その他の画像形式や動画等は添付することができません。選択しても、「記⼊内容を送信

する」ボタンをクリックした際に削除されます。 

  

番号 説明 
1 添付された写真 
2 写真が添付されていない状態 
3 添付した写真の説明コメント⼊⼒欄 
4 写真を追加・更新するためのボタン 
5 添付した写真を削除する場合チェック 
6 複数写真がある場合の代表写真選択 
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⼊⼒が終わったら、画⾯内の「記⼊内容を送信する」ボタンをクリックします。クリック
しなければ、⼊⼒したデータは保存されずに、ページの移動などで消えてしまいます。 

（⽂字等の⼊⼒の際と同じ）。 
 
 

  

クリックしてコンピュータ内から画像を選択 

コンピュータ内の画像ファイル 
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■ 「きた住まいる」適合に必要な項⽬について 
 

「きた住まいる」に適合とするためには、ラベリングシート⼊⼒画⾯内の桃⾊のマークが
表⽰されている項⽬（下図）をすべて⼊⼒した上で、以下の内容を満たす必要があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「きた住まいる」適合に必要な内容について 

 
 ※注︓ 「等級◯以上」とは、「等級◯の評価を受けている」または「等級◯相当である

ことを確認している」のいずれかに該当し、また、◯の数字が上表に⽰した数字
以上であることをいいます。 

     例︓ 
「等級 1 以上」→「等級 3 相当であることを確認している」︓適合 

      「等級 3 以上」→「等級 2 の評価を受けている」︓適合ではない 
 
※参考資料︓国交省 HP「住宅の品質確保の促進等に関する法律について」 
・http://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/jutakukentiku_house_tk4_000016.html 

  

内容 参照 
「きた住まいる」適合に必要な項⽬がすべて記載されていること 本ページ 
きた住まいるメンバーか、きた住まいるメンバーと紐付いている利⽤
者が作成した住宅データであること 

→P65 

「住宅性能」の「基本性能項⽬」で、「耐震等級」が等級 1 以上※注
であること 

 

「住宅性能」の「基本性能項⽬」で、「断熱等性能等級」が等級 4 以
上※注であること 

 

「住宅性能」の「基本性能項⽬」で、「⼀次エネルギー消費量等級」
が等級 4 以上※注であること 

 

「住宅性能」の「基本性能項⽬」で、「劣化対策等級」が等級 3 以上
※注であること 

 

ラベリングシートが発⾏済みであること、または独⾃のラベリングシ
ートを添付していること 

→P53 
→P58 

「きた住まいる」適合に必要な項⽬であることを⽰すマーク 
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9.4 保管⽤詳細データの⼊⼒・各基準への適合判定 

住宅の詳細情報画⾯（→P35）内の「保管⽤詳細データの⼊⼒・各基準適合性判定」ボタ
ン（以後、「詳細データ⼊⼒ボタン」と呼びます）ボタンをクリックすると、詳細な住宅デ
ータを⼊⼒する画⾯を開くことができ、住宅データ作成時に選択した住宅区分ごとの基準
適合性の判定を⾏うことができます。 

 
詳細データ⼊⼒ボタンをクリックすると、以下のような画⾯が開きます。 
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「保管⽤詳細データの⼊⼒・各基準適合性判定」画⾯（以後、「詳細データ⼊⼒画⾯」と

呼びます）の各部分の意味および機能、ならびに各項⽬の⼊⼒⽅法は、基本的にラベリング
シート⼊⼒画⾯の内容と同じです。 

 
ただし、詳細データ⼊⼒画⾯では、各基準に対する適合性の判定が⾃動的にされるため、

現在の判定内容を⽰すマークが表⽰されています。また、判定内容を  にカーソルを合わ
せることで各基準の適合要件を表⽰することができます。 

 
判定内容を⽰すマークの意味は以下のとおりです。 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⼩グループ選択ボタン内の、⼩グループ名の横の判定マークが
緑⾊なら、その⼩グループ内のすべての項⽬が適合状態です。 
⾚⾊なら、その⼩グループ内のいずれかの項⽬が基準に照らし
て未適合となっています。 

⼊⼒項⽬の名称の横の判定マークが緑⾊なら、関連する項⽬す
べてが適合状態です。 
⾚⾊なら、その項⽬または関連する項⽬のいずれかが基準に照
らして未適合となっています。 

ページの⼤グループ選択ボタン内の、⼤グループ名の横の判定マ
ークが緑⾊なら、その⼤グループ内のすべての項⽬が適合状態で
す。⾚⾊なら、その⼤グループ内のいずれかの項⽬が基準に照ら
して未適合となっています。 

各住宅区分の「適合要件⼀覧表」に対応している判定番号およ
びカーソルを合わせると判定内容が表⽰されるマークです。 

カーソルを合わせた項⽬の判定内容です。 

各住宅区分の「適合要件⼀覧表」を表⽰します。 
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■ 各判定マークの例 
 

【適合状態】緑⾊にチェックマーク 
 

【未適合状態】⾚⾊にチェックマーク 
 

 
すべての項⽬・ページ・ページのグループの判定が適合となった場合には、保管期間へこ

の住宅データの保管申請（→P61）を⾏うことができます。 
 
その住宅データがどの住宅区分にもとづいて基準適合性を判定されているかは、詳細デ

ータ⼊⼒画⾯上部の、住宅データ横に記載されています。 
 
 
 
 
 
 
 
また、住宅の詳細情報画⾯、マイページ内の住宅データ⼀覧にも表⽰されています。 
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■ 基準適合性の判定内容について 
 
基準適合性の判定は、選択した住宅区分ごとに、それぞれの基準にしたがって⾃動的に判

定されています。 
項⽬ごとの具体的な判定内容は、巻末資料の各住宅区分の適合要件⼀覧表を参照してく

ださい。または、「保管⽤詳細データの⼊⼒・各基準適合性判定」画⾯の以下のボタンで表
⽰される適合要件⼀覧表を参照してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 

■ 事業者⽀援ツール 
画⾯上記メニューの「事業者⽀援ツール」ボタンをクリックすると、以下の様な「事業者

⽀援ツール」画⾯が表⽰されます。「システム操作説明書（本書）」や「⾯積⽐率を⽤いる簡
略計算シート」等がダウンロードできます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

各住宅区分の「適合要件⼀覧表」を表⽰します。 
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■ 点検時期メール配信の設定 
指定された時期ごとに点検時期のお知らせをメール配信することができます。住宅の詳

細情報の「点検時期メール配信設定（事業者⽤）」または「点検時期メール配信設定」ボタ
ンをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
すると、以下の様な「点検時期メール配信の設定」画⾯が表⽰されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
配信を⾏うか否かで「配信を⾏う」を選択し、各項⽬に⼊⼒・選択を⾏うことで、指定さ

れたメールアドレスに、点検時期のお知らせのメールが届きます。 
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10 点検・修繕履歴の⼊⼒ 
 

住宅データの作成後、その住宅の点検・修繕の履歴を⼊⼒することができます。 
本機能は、保管後に住宅データが住宅所有者などに移転したあとの⼊⼒を想定していま

すが、きた住まいるメンバーが住宅データの⼊⼒ができる間にメンテナンスなどを実施し
た場合にも⼊⼒することができます。 

住宅の詳細情報画⾯から、「点検・修繕履歴の⼊⼒」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
すると以下のような「点検・修繕履歴⼊⼒画⾯」が表⽰されますので、適宜、点検・修繕

履歴を⼊⼒していきます。 
現在、点検履歴・修繕履歴ともに 10 回分まで⼊⼒することができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※きた住まいるランド「もっと詳しく知りたいパンフレット・資料」ページ参照 
 ・https://www.kita-smile.jp/portal/shiryou/hoppougatasiryou.html 
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11 住宅ラベリングシートの発⾏について 
 

住宅データの作成後、その住宅の「住宅ラベリングシート」を発⾏することができます。 
発⾏されると、住宅ラベリングシートの内容が確定し、変更できなくなります。 
住宅データをきた住まいるの実績として反映（→P56）するためには、住宅ラベリングシ

ートを発⾏することが必要です（本システムでラベリングシートを作成する場合）。 
 
住宅ラベリングシートを発⾏するためには、その住宅について「住宅ラベリングシート・

住宅概要シート作成データの⼊⼒」で、所定の項⽬を⼊⼒し要件に適合する必要があります。
要件は巻末資料の「ラベリングシートを発⾏する要件」に記載されております。または、「住
宅ラベリングシート・住宅概要シート作成データの⼊⼒」画⾯の「ラベリングシート発⾏要
件」ボタンをクリックすることで資料を閲覧することができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

ラベリングシートを発⾏する要件を閲覧できます 
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所定の項⽬が⼊⼒され、発⾏できる状態になると、住宅の詳細情報画⾯の「ラベリングシ
ートを発⾏する」ボタンがクリックできるようになります。 
また、「住宅の詳細情報」画⾯の「ラベリングシート発⾏」欄で現在の状態を確認できます。

状態は以下の 3 種類となっております。 
 

 ・× 未発⾏（発⾏に必要な項⽬が未⼊⼒） 
 ・△ 未発⾏（発⾏可能） 
 ・○ 発⾏済み 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

要件に適合するとボタンが実線になりクリックできるようになります 

現在の状態を確認できます 
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「住宅ラベリングシートの発⾏」ボタンをクリックすると、次のような画⾯が開きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「ラベリングシートの発⾏者」（住宅ラベリングシートの右上に、発⾏⽇とともに表⽰さ

れる名称）を、設計者・⼯事監理者・施⼯者から選択した上で注意書きを確認し、チェック
ボックスをクリックしてから「発⾏する」ボタンをクリックすると、ラベリングシートが発
⾏されます。 

 
また、ラベリングシートの発⾏は、選択した住宅区分について適合とならなくても⾏うこ

とができます。 
 
ただし、いったん発⾏すると、その住宅に関するすべてのデータ（住宅データ名等を除く）

の変更・更新ができなくなるため、選択した住宅区分について適合となる前にラベリングシ
ートを発⾏すると、住宅データの保管申請（→P61）が⾏えなくなってしまいますので⼗分
注意してください。 

 
 
 
 
 
 
 

  

クリック 

ラベリングシートの発⾏者を選択 
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12 きた住まいる実績への反映について 
 

住宅データの作成後、所定の要件を満たすと、その住宅データを「きた住まいる実績」と
して反映することができます。 

きた住まいる実績の反映とは、作成した住宅データを「実績シート」に表⽰させ、住宅概
要シートなどを⼀般利⽤者に閲覧していただけるようになることです。 

 
きた住まいるの実績に反映するためには、その住宅について「住宅ラベリングシート・住

宅概要シート作成データの⼊⼒」で所定の項⽬を⼊⼒することや、きた住まいるメンバーで
あることなどの要件がありますので、詳しくは巻末資料の「きた住まいるの実績に反映する
要件」を確認してください。要件は「住宅ラベリングシート・住宅概要シート作成データの
⼊⼒」画⾯の「きた住まいる実績要件」ボタンをクリックすることで確認できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
きた住まいる実績として反映するためには以下の⼆通りの⽅法があります。 

 
 
  

きた住まいるの実績に反映する要件を閲覧できます 
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12.1 本システムで住宅ラベリングシートを発⾏する場合 

 
その住宅について住宅ラベリングシートを発⾏（→P53）し、「住宅ラベリングシート・

住宅概要シート作成データの⼊⼒」で、きた住まいる実績反映に必要な項⽬を⼊⼒（→P56）
します。 

⼊⼒が必要な項⽬は下の図のように「きた住まいる必須」と桃⾊で表⽰されているマーク
を⽬安にしてください。 

詳しくは巻末資料の「きた住まいるの実績に反映する要件」を確認してください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

きた住まいるの実績に反映するための⼊⼒項⽬の⽬安 
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12.2 本システム以外の住宅ラベリングシートを添付する場合 

 
住宅の詳細情報画⾯から「ラベリングシートを添付する」ボタンをクリックして「独⾃の

ラベリングシート添付の場合の⼊⼒」画⾯を開き、所定の項⽬を⼊⼒し、独⾃のラベリング
シートを添付します。 

なお、独⾃のラベリングシートを添付する場合も、巻末資料の「きた住まいるの実績に反
映する要件」を確認してください。または、「きた住まいる実績要件」ボタンをクリックし
てください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以下の項⽬が、独⾃の住宅ラベリングシートおよび住宅概要シートを添付する場所です。 
 
 
 

  

独⾃の住宅ラベリングシート・住宅概要シート添付欄 

きた住まいるの実績に反映する要件を閲覧できます 
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以上の⼆通りのいずれかの操作を終えて、きた住まいる実績として反映できる状態にな

ると、住宅の詳細情報画⾯の「きた住まいるの実績に反映」ボタンがクリックできるように
なります。 

また、「住宅の詳細情報」画⾯の「きた住まいる実績」欄で現在の状態を確認できます。
状態は以下の 3 種類となっております。 

   
 ・実績に未反映（要件不適合） 
 ・実績に未反映（要件適合・ラベリングシート未発⾏） 
 ・実績に反映済み 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

要件に適合となるとクリックできるようになります 

現在の状態を確認できます 
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「きた住まいるの実績に反映」ボタンをクリックすると、次のような画⾯が開きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注意書きを確認し、チェックボックスをクリックしてから「実績として反映する」ボタン

をクリックすると、きた住まいる実績として反映され、実績シート（→P4）に実績として表
⽰されるようになります。 

 
 
 
 
 
 

  

クリック 
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13 保管申請をする 
 

住宅データを新規作成し（→P30）、さまざまなデータを⼊⼒したあと、選択した住宅区分
ごとの基準に適合した場合には、保管機関へ保管申請を⾏うことができます。 

 
保管申請をするためには、住宅の詳細情報画⾯内の「保管申請をする」ボタンをクリック

します。 
要件を満たさない間は、このボタンはクリックすることができないようになっています。

また、「住宅の詳細情報」画⾯の「基準・⽔準」欄で現在の状態を確認できます。状態は以
下の 2 種類となっております。 

 
・住宅区分（判定︓◯ 適合） 
・住宅区分（判定︓Ｘ 未適合） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

要件に適合となるとクリックできるようになります 

現在の状態を確認できます 
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保管申請をするボタンをクリックすると、保管申請画⾯が表⽰されます。 
この画⾯内で、保管者（保管機関からの連絡先となる事業者等）の会社名などを⼊⼒して

いきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
クリック 

⼊⼒ 
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所定の内容を記⼊して「申請を実⾏する」ボタンをクリックすると、保管機関に申請内容
が送付されます。 

また、申請者（きた住まいるメンバー）にも、下記のようなメールが⾃動送信されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
保管申請を⾏うと、マイページ（きた住まいるメンバー専⽤）内の住宅データ⼀覧や、住

宅の詳細情報の画⾯内に、申請中である旨の表⽰がされます。 
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保管機関が所定の要件を確認し、保管を実施すると、上記の画⾯の申請中マークが「保管
済」と変わります。 

また、保管が実施されると、保管機関より保管番号が発⾏されます。 
この保管番号も、画⾯内のマークの横に表⽰され、確認することができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※ きた住まいるの保管に関するくわしい⼿続き等については、保管機関（（⼀財）北海道

建築指導センター）までお問い合わせください。 
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14 利⽤者の紐付け機能について 
 

本システムでは、きた住まいるメンバーが、メンバー以外のシステム利⽤者（以後、この
ような利⽤者を「利⽤者 ID」と呼びます）が⼊⼒した住宅データを⾃社の実績として表⽰
させることが可能です。 

このことを、「きた住まいるメンバーを利⽤者 ID と紐付けする」と呼びます。 
この機能は、例えば、きた住まいるメンバーの所属社員が部署ごとに利⽤者 ID を取得し

て住宅データをそれぞれ⼊⼒する場合などを想定しています。 
 
マイページ（→P22）には、現在紐付けされている利⽤者 ID の⼀覧が表⽰されています。

新しく紐付けするには、その下の「他の利⽤者を紐付けする」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
すると、以下のような画⾯が開きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

クリック 

紐付けしたい利⽤者の ID を⼊⼒ 紐付けしたい利⽤者のパスワードを⼊⼒ 

クリック 
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紐付けしたい利⽤者の ID とパスワードをそれぞれの欄に⼊⼒し、「紐付けを実⾏する」
をクリックすると、その利⽤者 ID が紐付けられ、マイページ内の「紐付けられている利⽤
者 ID ⼀覧」に表⽰されます。 

なお、利⽤者 ID またはパスワードが間違っていると紐付けされません。 
 
 
 
 
 
 
利⽤者 ID およびパスワードは、その利⽤者本⼈から直接受領して⼊⼒してください。 
利⽤者 ID およびパスワードはシステム管理者等からお知らせすることはできません。 
 
なお、紐付けされた利⽤者が作成した住宅データが「きた住まいる」に適合（→P46）と

なった場合、ひも付けされたきた住まいるメンバーの実績として集計され、実績シート（→
P10）等に表⽰されます。 
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15 ひな形データの活⽤（住宅データの複製） 
 

本システムでは、きた住まいるメンバーが⼿がけた住宅のデータを⼊⼒（→P30）するこ
とで、住宅ラベリングシートを発⾏（→P53）したり、きた住まいるの実績として反映（→
P56）できるようになります。 

このとき、⼿がけた住宅が複数あり、しかもそれぞれが共通した内容を持つ場合（例えば、
⾃社独⾃ブランド住宅である場合など）、個別に住宅データを⼊⼒するのではなく、ひとつ
の住宅データを複製して複数の住宅データを作成することができます。 

こうした複製元になるデータを「ひな形データ」と呼びます。 
 
通常の住宅データは、保管申請されないままでデータ作成時から⼀年間が経過すると削

除されてしまいますが、ひな形データは削除されることがありません。 
また、ひな形データは保管申請をすることができません。 

 
 

15.1 ひな形データの作成 

 
ひな形データを作成するには、住宅データの作成（→P30）画⾯で「データの扱い」を「ひ

な形データ」と選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
作成されたひな形データは、通常の住宅データと同じように「住宅ラベリングシート・住

宅概要シート作成データの⼊⼒」（→P41）や「保管⽤詳細データの⼊⼒・各基準適合判定」
（→P47）など、さまざまな情報の⼊⼒作業を⾏うことができます。 

  

「ひな形データ」を選択 
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15.2 ひな形データを利⽤した住宅データの複製 

 
作成したひな形データを活⽤し、住宅データを複製して作成するには、まず、住宅の詳細

情報画⾯（→P35）で「住宅データの複製」ボタンをクリックします。 
すると、次のような画⾯が開きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
この画⾯で「新しい住宅データ名」欄に、複製後の住宅データの名前を⼊⼒します。その

後「複製を実⾏する」をクリックすると、⼊⼒した名前の住宅データが作成されます。 
この新しい住宅データには、複製元の住宅データの内容が引き継がれています。 
 
ただし、写真ファイル・各種図⾯ファイル・選択した住宅区分ごとの判定結果・住宅ラベ

リングシート発⾏の有無・きた住まいる実績反映の有無・保管の有無は引き継がれません。
これらは各住宅に固有のものであるためです。 

 
 
 

  

クリック 新しい住宅データ名を⼊⼒ 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

巻末資料 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

ラベリングシートを発行する要件 
 
 
 
  



ラベリングシートを発行する要件

「住宅概要シート・ラベリングシート作成データの入力」で以下の判定内容が満たされていること

（１）新築住宅の場合

住宅データの新規登録「住宅の種類」で「新築」が選択されている場合
次の表に適合していること

項目1 項目2 項目3 項目4 判定内容
土地の概要 1 住居表示（都道府県） 空欄以外を選択

2 住居表示（市町村） 入力
3 住居表示（町名番地） 入力
4 都市計画区域及び準都市計画区域 空欄以外を選択
5 用途地域 空欄以外を選択
6 敷地面積 入力
7 地盤情報 空欄以外を選択
8 竣工年月日 入力
9 主たる構造 空欄以外を選択
10 地上階数 入力
11 耐火構造 空欄以外を選択
12 延床面積 入力
13 建築面積 入力
14 暖房設備 空欄以外を選択
15 設計事業者（設計）きた住まいるID
16 施工事業者きた住まいるID
17 氏名

18 登録番号　※BIS、BIS-Mの場合

19 登録番号　※住宅省エネルギー技術講習会設計者講習会修了者の場合

20 氏名

21 登録番号　※BIS-E、BIS-Mの場合

22 登録番号　※住宅省エネルギー技術講習会施工技術者講習会修了者の場合

地域区分 23 地域区分 空欄以外を選択
24 外皮平均熱貫流率(UA値) 入力
25 冷房期の外皮平均日射熱取得率(ηA値) 入力
26 住宅の計算対象となる延べ床面積（新築時）　※熱的境界の内側を対象 入力
27 基準一次エネルギー消費量（その他設備除く）（Est） 入力
28 設計一次エネルギー消費量（その他設備除く）（Et） 入力
29 耐震等級 空欄以外を選択
30 断熱等性能等級 空欄以外を選択
31 一次エネルギー消費量等級 空欄以外を選択
32 劣化対策等級 空欄以外を選択

（２）既存住宅の場合

住宅データの新規登録「住宅の種類」で「改修【リフォーム】」が選択されている場合
次の表に適合していること

項目1 項目2 項目3 項目4 判定内容
1 住居表示（都道府県） 空欄以外を選択
2 住居表示（市町村） 入力
3 住居表示（町名番地） 入力
4 都市計画区域及び準都市計画区域 空欄以外を選択
5 用途地域 空欄以外を選択
6 敷地面積 入力
7 地盤情報 空欄以外を選択
8 改修工事年月日（本工事） 入力
9 主たる構造 空欄以外を選択
10 地上階数 入力
12 延床面積 入力
13 建築面積 入力
14 暖房設備 空欄以外を選択
15 インスペクション年月日 「18」が入力されている場合は入力されていること
16 設計事業者（設計）きた住まいるID
17 施工事業者きた住まいるID
18 インスペクション実施事業者名
19 氏名

20 登録番号　※BIS、BIS-Mの場合

21 登録番号　※住宅省エネルギー技術講習会設計者講習会修了者の場合

22 氏名

23 登録番号　※BIS-E、BIS-Mの場合

24 登録番号　※住宅省エネルギー技術講習会施工技術者講習会修了者の場合

25 氏名 「18」が入力されている場合は入力されていること
26 資格 「18」が入力されている場合は入力されていること
27 耐震性能向上に係る改修工事の概要
28 省エネ性能向上に係る改修工事の概要
29 耐久性能向上に係る改修工事の概要

地域区分 30 地域区分 「37」、「38」、「39」、「40」の性能等級が選択されている場合
は「空欄」以外が選択されていること

31 外皮平均熱貫流率(UA値) 「37」、「38」の性能等級が選択されている場合は入力されている
こと

32 冷房期の外皮平均日射熱取得率(ηA値) 「37」、「38」の性能等級が選択されている場合は入力されている
こと

33 住宅の計算対象となる延べ床面積　※熱的境界の内側を対象 「39」、「40」の性能等級が選択されている場合は入力されている
こと

34 基準一次エネルギー消費量（その他設備除く）（Est） 「39」、「40」の性能等級が選択されている場合は入力されている
こと

35 設計一次エネルギー消費量（その他設備除く）（Et） 「39」、「40」の性能等級が選択されている場合は入力されている
こと

耐震等級 36 改修（本工事）後の性能　等級 「36」、「38」、「41」のいずれか１つ以上の項目で「空欄」以外
が選択されていること

37 改修（本工事）前の性能　等級
38 改修（本工事）後の性能　等級 「36」、「38」、「41」のいずれか１つ以上の項目で「空欄」以外

が選択されていること

39 改修（本工事）前の性能　等級
40 改修（本工事）後の性能　等級

劣化対策等級 41 改修（本工事）後の性能　等級 「36」、「38」、「41」のいずれか１つ以上の項目で「空欄」以外
が選択されていること

断熱等性能等級

一次エネルギー消費量等級

住宅性能 省エネルギー性能

外皮性能

一次エネルギー消費量

基本性能項目 きた住まいる基本性能項目（改修後）

改修工事の概要 改修工事の概要 いずれか１つ以上の項目が入力されていること

項目5
概要 住宅・土地の概要 土地の概要

住宅の概要

事業者の概要 事業者の概要 「15」または「16」を入力し、かつ入力したIDがシステムに登録さ
れているものであること

BIS・BIS-Mまたは住宅省エネルギー技
術者講習会の修了者（設計の関与）

次の①と②を満たすこと
①「39」が入力されている場合は、次のいずれかを満たしているこ
と
　・「19」かつ「20」を入力
　・「19」かつ「21」を入力
　・「22」かつ「23」を入力
　・「22」かつ「24」を入力
②「20」、「23」を入力した場合は、入力した登録番号に対応した
BIS等の氏名が「19」、「22」に入力されていること

BIS-E・BIS-Mまたは住宅省エネルギー
技術者講習会の修了者（施工の関与）

北海道住宅検査人または既存住宅状況
調査技術者（インスペクションの関
与）

「15」または「16」を入力し、かつ入力したIDがシステムに登録さ
れているものであること

BIS・BIS-Mまたは住宅省エネルギー技
術者講習会の修了者（設計の関与）

・「17」かつ「18」を入力
・「17」かつ「19」を入力
・「20」かつ「21」を入力
・「20」かつ「22」を入力
のいずれかを満たし、かつ
「18」、「21」を入力した場合は、入力した登録番号に対応した氏
名が「17」、「20」に入力されていること

BIS-E・BIS-Mまたは住宅省エネルギー
技術者講習会の修了者（施工の関与）

住宅性能 省エネルギー性能
外皮性能

一次エネルギー消費量

基本性能項目 きた住まいる基本性能項目（新築工事
の場合）

項目5
概要 住宅・土地の概要

住宅の概要

事業者の概要 事業者の概要



 
 

 

 

 

 

 

 

きた住まいるの実績に反映する要件 
 
 
 
  



きた住まいるの実績に反映する要件

（１）ログインしているユーザーが次のどちらかの状態である

　　　・きた住まいるメンバーである
　　　・きた住まいるメンバーに紐付いている

（２）「住宅概要シート・ラベリングシート作成データの入力」で以下の判定内容が満たされていること

　①住宅データの新規登録「住宅の種類」で「新築」が選択されている場合
項目1 項目2 項目3 項目4 判定内容

住宅・土地の概要 住宅の概要 1 竣工年月日 ・YYYY/MM/DDで入力（日付選択）
・入力年月日が経過していること

2 設計事業者（設計）きた住まいるID 登録されているIDが入力されていること
3 施工事業者きた住まいるID 登録されているIDが入力されていること
4 耐震等級 「等級1の評価を受けている」、

「等級2の評価を受けている」、
「等級3の評価を受けている」、
「等級1相当であることを確認している」、
「等級2相当であることを確認している」、
「等級3相当であることを確認している」のいずれかが選択されて
いること

5 断熱等性能等級 「等級4の評価を受けている」、
「等級4相当であることを確認している」のいずれかが選択されて
いること

6 一次エネルギー消費量等級 「等級4の評価を受けている」、
「等級5の評価を受けている」、
「等級4相当であることを確認している」、
「等級5相当であることを確認している」のいずれかが選択されて
いること

7 劣化対策等級 「等級3の評価を受けている」、
「等級3相当であることを確認している」のいずれかが選択されて
いること

　②住宅データの新規登録「住宅の種類」で「改修【リフォーム】」が選択されている場合
判定内容

住宅・土地の概要 住宅の概要 1 改修年月日（本工事） ・YYYY/MM/DDで入力（日付選択）
・入力年月日が経過していること

2 設計事業者（設計）きた住まいるID 登録されているIDが入力されていること
3 施工事業者きた住まいるID 登録されているIDが入力されていること

耐震等級 4 改修（本工事）後の性能　適応する基準

5 改修（本工事）後の性能　等級

6 改修（本工事）後の性能　適応する基準

7 改修（本工事）後の性能　等級

8 改修（本工事）後の性能　適応する基準

9 改修（本工事）後の性能　等級

　　　・本システムのラベリングシートが発行済である
　　　・「独自のラベリングシート添付の場合の入力」で以下の判定内容が満たされていること
　　　　①住宅データの新規登録「住宅の種類」で「新築」が選択されている場合

判定内容
1 住宅ラベリングシート（本システム発行以外） ファイルが添付されている
2 住宅概要シート（本システム発行以外） ファイルが添付されている
3 住居表示（都道府県） 空欄以外を選択
4 住居表示（市町村） 入力
5 住居表示（町名番地） 入力
6 敷地面積 入力
7 主たる構造 空欄以外を選択
8 地上階数 入力
9 延床面積 入力
10 竣工年月日 入力

事業者の概要 11 設計事業者（工事監理）きた住まいるID 入力し、かつ入力したIDがシステムに登録されているものであること

12 氏名

13 登録番号　※BIS、BIS-Mの場合

14 登録番号　※住宅省エネルギー技術講習会設計者講習会修了者の場合

15 氏名

16 登録番号　※BIS-E、BIS-Mの場合

17 登録番号　※住宅省エネルギー技術講習会施工技術者講習会修了者の場合

地域区分 18 地域区分 空欄以外を選択
19 外皮平均熱貫流率(UA値) 入力
20 冷房期の外皮平均日射熱取得率(ηA値) 入力
21 住宅の計算対象となる延べ床面積　※熱的境界の内側を対象 入力
22 基準一次エネルギー消費量（その他設備除く）（Est） 入力
23 設計一次エネルギー消費量（その他設備除く）（Et） 入力

　　　　②住宅データの新規登録「住宅の種類」で「改修【リフォーム】」が選択されている場合
判定内容

1 住宅ラベリングシート（本システム発行以外） ファイルが添付されている
2 住宅概要シート（本システム発行以外） ファイルが添付されている
3 住居表示（都道府県） 空欄以外を選択
4 住居表示（市町村） 入力
5 住居表示（町名番地） 入力
6 敷地面積 入力
7 主たる構造 空欄以外を選択
8 地上階数 入力
9 延床面積 入力
10 改修工事年月日（本工事）（リフォームなど改修したデータを保管する場合に入 入力

地域区分 11 地域区分 空欄以外を選択
12 外皮平均熱貫流率(UA値)
13 冷房期の外皮平均日射熱取得率(ηA値)
14 住宅の計算対象となる延べ床面積　※熱的境界の内側を対象
15 基準一次エネルギー消費量（その他設備除く）（Est）
16 設計一次エネルギー消費量（その他設備除く）（Et）

住宅性能 省エネルギー性能
外皮性能 すべてが入力されている、又はすべて空欄となっていること

一次エネルギー消費量

小項目
概要 住宅・土地の概要 ラベリングシート

土地の概要

住宅の概要

住宅性能 省エネルギー性能
外皮性能

一次エネルギー消費量

大項目

（３）次のどちらかの状態である

大項目 小項目
概要 住宅・土地の概要 ラベリングシート

土地の概要

住宅の概要

事業者の概要
BIS・BIS-Mまたは住宅省エネルギー技
術者講習会の修了者（設計の関与）

次のいずれかに適合していること
①「12」かつ「13」を入力し、入力した内容がBIS等に登録されて
いること
②「12」かつ「14」を入力

BIS-E・BIS-Mまたは住宅省エネルギー
技術者講習会の修了者（施工の関与）

次のいずれかに適合していること
①「15」かつ「16」を入力し、入力した内容がBIS等に登録されて
いること
②「15」かつ「17」を入力

きた住まいる基本性能項目（改修工事
の場合）

次のいずれかに該当すること
①「4」で「既存住宅基準」を選択し、かつ「5」に次のいずれかが
入力されていること
「等級１の評価を受けている」
「等級２の評価を受けている」
「等級３の評価を受けている」
「等級１相当であることを確認している」
「等級２相当であることを確認している」
「等級３相当であることを確認している」

②「6」で「既存住宅基準」を選択肢し、かつ「7」に次のいずれか
が入力されていること
「等級３の評価を受けている」
「等級４の評価を受けている」
「等級３相当であることを確認している」
「等級４相当であることを確認している」

③「8」で「既存住宅基準」を選択肢し、かつ「9」に次のいずれか
が入力されていること
「等級３の評価を受けている」
「等級３相当であることを確認している」

断熱等性能等級

劣化対策等級

住宅性能

大項目 小項目
概要

事業者の概要 事業者の概要

項目5
概要

事業者の概要 事業者の概要

住宅性能 基本性能項目 きた住まいる基本性能項目（新築工事
の場合）



 
 

 

 

 

 

 

 

北方型住宅(ECO)の適合するための要件 

・北⽅型住宅⽔準 

・北⽅型住宅 ECO⽔準 

・きた住まいるブランド住宅／北⽅型住宅 

・きた住まいるブランド住宅／北⽅型住宅 ECO 

 
 
  



北方型住宅／北方型住宅ECO＿適合するための要件

判定1
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

⽒名 ⼊⼒されていること
カナ⽒名 ⼊⼒されていること
郵便番号 ⼊⼒されていること
住所 ⼊⼒されていること
電話番号 ⼊⼒されていること

判定2
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

建築⼠事務所名 ⼊⼒されていること
建築⼠事務所種別 選択されていること
建築⼠事務所登録番号 ⼊⼒されていること
郵便番号 ⼊⼒されていること
所在地 ⼊⼒されていること
電話番号 ⼊⼒されていること
担当者⽒名 ⼊⼒されていること
建築⼠資格種別 選択されていること
建築⼠登録番号 ⼊⼒されていること

判定3
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

建築⼠事務所名 ⼊⼒されていること
建築⼠資格種別 選択されていること
建築⼠事務所登録番号 ⼊⼒されていること
郵便番号 ⼊⼒されていること
所在地 ⼊⼒されていること
電話番号 ⼊⼒されていること
担当者⽒名 ⼊⼒されていること
建築⼠事務所種別 選択されていること
建築⼠登録番号 ⼊⼒されていること

判定4
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

会社・営業所名 ⼊⼒されていること
建設業許可番号 ⼊⼒されていること
郵便番号 ⼊⼒されていること
所在地 ⼊⼒されていること
電話番号 ⼊⼒されていること
担当者⽒名 ⼊⼒されていること

判定5
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

⽒名
カナ⽒名
登録番号

判定6
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

⽒名
カナ⽒名
登録番号

基本 設計者 設計者

基本 建築主 建築主

「⽒名」、「カナ⽒名」、「登録番号」に、それぞれ実際に登録されている番号及び⽒名、カナ⽒名
が⼊⼒されていること

基本 BIS等 BIS-E・BIS-Mまたは住宅省エネルギー
技術者講習会の修了者（施⼯の関与）

「⽒名」、「カナ⽒名」、「登録番号」に、それぞれ実際に登録されている番号及び⽒名、カナ⽒名
が⼊⼒されていること

基本 ⼯事施⼯者 ⼯事施⼯者

基本 ⼯事監理者 ⼯事監理者

基本 BIS等 BIS・BIS-Mまたは住宅省エネルギー
技術者講習会の修了者（設計の関与）



北方型住宅／北方型住宅ECO＿適合するための要件

判定7
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

社名 ⼊⼒されていること
郵便番号 ⼊⼒されていること
所在地 ⼊⼒されていること
電話番号 ⼊⼒されていること
⽒名 ⼊⼒されていること
役職 ⼊⼒されていること
建築⼠資格種別 選択されていること
登録番号 ⼊⼒されていること
メールアドレス ⼊⼒されていること
⼊⼒内容 ⼊⼒されていること

判定8
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

郵便番号 ⼊⼒されていること
登記簿記載の地名地番 ⼊⼒されていること
住居表⽰（都道府県） 選択されていること
住居表⽰（市町村） ⼊⼒されていること
住居表⽰（町名番地） ⼊⼒されていること
住居表⽰カナ ⼊⼒されていること
地域区分 選択されていること
都市計画区域及び準都市計画区域 選択されていること
市街化区域または市街化調整区域 選択されていること
建築基準法6条1項4号指定区域 選択されていること
防⽕地域等の指定 選択されていること
敷地⾯積 ⼊⼒されていること
⽤途地域の指定 選択されていること
法定容積率 「都市計画区域及び準都市計画区域」で「都市計画区域外」以外を選択した場合は⼊⼒がされること
法定建ぺい率 「都市計画区域及び準都市計画区域」で「都市計画区域外」以外を選択した場合は⼊⼒がされること

判定9
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

前⾯道路の幅員 0以上が⼊⼒されていること
敷地と接している部分の⻑さ 0以上が⼊⼒されていること

判定10
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

主たる構造 選択されていること
主たる構造が⽊造の場合の⼯法 「主たる構造」で「⽊造」を選択した場合は、選択されていること

判定11
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

地上階数 0以上が⼊⼒されていること
地下階数

延べ⾯積 地階部分

判定12
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

基本 建築物及び敷地 建築⾯積 建築⾯積 0以上が⼊⼒されていること

判定13
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

延べ⾯積 0以上が⼊⼒されていること
床⾯積（1階） 0以上が⼊⼒されていること
床⾯積（2階） 0以上が⼊⼒されていること
床⾯積（3階） 0以上が⼊⼒されていること

敷地

階数

基本 システム⼊⼒責任者 システム⼊⼒責任者

基本 建築物及び敷地

基本 建築物及び敷地 延べ⾯積

基本 建築物及び敷地 道路

基本 建築物及び敷地 構造

0以上を⼊⼒、かつ「地下階数」に1以上を⼊⼒した場合は「地階部分」が⼊⼒されていること

基本 建築物及び敷地



北方型住宅／北方型住宅ECO＿適合するための要件

判定14
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

⼯事着⼿(予定)年⽉⽇ ⼊⼒されていること
⼯事完了(予定)年⽉⽇ ⼊⼒されていること

判定15
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

配置図 添付されていること
各階平⾯図 添付されていること
⽴⾯図 添付されていること
断⾯図 添付されていること
平⾯詳細図 添付されていること
矩形図・断⾯詳細図 添付されていること
構造計算書 添付されていること
電気設備図書 添付されていること
維持保全計画 添付されていること
付近⾒取図 添付されていること
床⾯積求積図 添付されていること
構造詳細図 添付されていること

判定16
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

その他 
その他（名称）

判定17
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

建築確認年⽉⽇

建築確認番号

建築主事名(⾏政庁名含む)⼜は指定確認検査機関名

都市計画区域及び準都市計画区域

建築基準法6条1項4号指定区域

判定18
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

⼯事完了検査済証年⽉⽇

⼯事完了検査済証番号

建築主事名(⾏政庁名含む)⼜は指定確認検査機関名

都市計画区域及び準都市計画区域

建築基準法6条1項4号指定区域

判定19
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

⻑期優良住宅の認定
認定年⽉⽇(認定を受けている場合) 
認定番号(認定を受けている場合) 
所管⾏政庁名(認定を受けている場合) 

基本 設計図書の確認 必須設計図書

基本 設計図書の確認 その他の設計図書等

設計 ⾼い耐久性 ⻑期優良住宅の認定

①②のいずれかに適合していること
①「⻑期優良住宅の認定」で「受けている」を選択した場合は、「認定年⽉⽇」「認定番号」「所
管⾏政庁名」がそれぞれ⼊⼒されていること
②「⻑期優良住宅の認定」で「受けていない」を選択した場合は、「認定年⽉⽇」「認定番号」
「所管⾏政庁名」が空欄となっていること

「その他」に添付をした場合は「その他（名称）」が⼊⼒されていること

基本

設計図書の確認 建築確認

建築物及び敷地 敷地

①②のいずれかに適合していること
①「建築確認年⽉⽇」「建築確認番号」「建築主事名…」が⼊⼒され、「都市計画区域及び準
都市計画区域」で「都市計画区域外」以外を選択かつ「建築基準法6条1項4号指定区域」で
「該当なし」以外が選択されていること
②「建築確認年⽉⽇」「建築確認番号」「建築主事名…」が空欄で、「都市計画区域及び準都
市計画区域」で「都市計画区域外」を選択、かつ「建築基準法6条1項4号指定区域」で「該当
なし」が選択されていること

基本

設計図書の確認 ⼯事完了検査
（竣⼯時に記⼊）

建築物及び敷地 敷地

①②のいずれかに適合していること
①「⼯事完了検査済証年⽉⽇」「⼯事完了検査済証番号」「建築主事名…」が⼊⼒され、「都
市計画区域及び準都市計画区域」で「都市計画区域外」以外を選択かつ「建築基準法6条1
項4号指定区域」で「該当なし」以外が選択されていること
②「⼯事完了検査済証年⽉⽇」「⼯事完了検査済証番号」「建築主事名…」が空欄で、「都
市計画区域及び準都市計画区域」で「都市計画区域外」を選択、かつ「建築基準法6条1項4
号指定区域」で「該当なし」が選択されていること

基本 建築物及び敷地 ⼯事年⽉⽇



北方型住宅／北方型住宅ECO＿適合するための要件

判定20
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

強⾵地域 「換気⽅式」で「軒天のみ」、「棟換気併⽤」を選択した場合は、選択項⽬が選択されていること
屋根種別 「換気⽅式」で「軒天のみ」、「棟換気併⽤」を選択した場合は、選択項⽬が選択されていること
断熱種別 「換気⽅式」で「軒天のみ」、「棟換気併⽤」を選択した場合は、選択項⽬が選択されていること
換気⽅式 選択されていること

軒天換気⼝の有効開⼝⾯積

棟換気⼝の有効開⼝⾯積

⽔平天井⾒付⾯積

屋根裏通気層の厚さ

設計 ⾼い耐久性 積雪に対する屋根の耐久性確保

「強⾵地域」について、
　・「2⽉の平均⾵速が3m/s以上4.5m/s未満」を選択した場合、A = 0.7 とする
　・「2⽉の平均⾵速が4.5m/s以上」を選択した場合、A = 0.3 とする
　・それ以外の場合、A = 1 とする

以下を計算
　B = 「軒天換気⼝の有効開⼝⾯積」÷「⽔平天井⾒付⾯積」×10000
　C = 「棟換気⼝の有効開⼝⾯積」÷「⽔平天井⾒付⾯積」×10000

①〜⑯のいずれかを選択
①「換気⽅式」で「強制(機械)換気」を選択
②「屋根種別」で「勾配屋根」を選択、かつ「断熱種別」で「天井断熱」を選択、かつ「換気⽅式」で「軒天
のみ」を選択、かつBがA÷290以上であること
③「屋根種別」で「勾配屋根」を選択、かつ「断熱種別」で「天井断熱と屋根断熱の複合」を選択、かつ「換
気⽅式」で「軒天のみ」を選択、かつBがA÷240以上であること、かつ「屋根裏通気層の厚さ」に30以上を
⼊⼒
④「屋根種別」で「勾配屋根」を選択、かつ「断熱種別」で「屋根断熱」を選択、かつ「換気⽅式」で「軒天
のみ」を選択、かつBがA÷240以上であること、かつ「屋根裏通気層の厚さ」に30以上を⼊⼒
⑤「屋根種別」で「勾配屋根」を選択、かつ「断熱種別」で「天井断熱」を選択、かつ「換気⽅式」で「棟換
気併⽤」を選択、かつBがA÷1200以上であること、かつCがA÷1200以上であること
⑥「屋根種別」で「勾配屋根」を選択、かつ「断熱種別」で「天井断熱と屋根断熱の複合」を選択、かつ「換
気⽅式」で「棟換気併⽤」を選択、かつBがA÷1200以上であること、かつCがA÷1200以上であること、か
つ「屋根裏通気層の厚さ」に30以上を⼊⼒
⑦「屋根種別」で「勾配屋根」を選択、かつ「断熱種別」で「屋根断熱」を選択、かつ「換気⽅式」で「棟換
気併⽤」を選択、かつBがA÷720以上であること、かつCがA÷1200以上であること、かつ「屋根裏通気層
の厚さ」に30以上を⼊⼒
⑧「屋根種別」で「無落雪屋根またはフラット屋根」を選択、かつ「断熱種別」で「天井断熱」を選択、かつ
「換気⽅式」で「軒天のみ」を選択、かつBがA÷360以上であること
⑨「屋根種別」で「無落雪屋根またはフラット屋根」を選択、かつ「断熱種別」で「屋根断熱」を選択、かつ
「換気⽅式」で「軒天のみ」を選択、かつBがA÷360以上であること、かつ「屋根裏通気層の厚さ」に30以
上を⼊⼒
⑩「屋根種別」で「無落雪屋根またはフラット屋根」を選択、かつ「断熱種別」で「天井断熱と屋根断熱の複
合」を選択、かつ「換気⽅式」で「軒天のみ」を選択、かつBがA÷360以上であること、かつ「屋根裏通気層
の厚さ」に30以上を⼊⼒
⑪「屋根種別」で「勾配屋根と無落雪屋根等の複合屋根」を選択、かつ「断熱種別」で「天井断熱」を選
択、かつ「換気⽅式」で「軒天のみ」を選択、かつBがA÷290以上であること
⑫「屋根種別」で「勾配屋根と無落雪屋根等の複合屋根」を選択、かつ「断熱種別」で「天井断熱」を選
択、かつ「換気⽅式」で「棟換気併⽤」を選択、かつBがA÷1200以上であること、かつCがA÷1200以上
であること
⑬「屋根種別」で「勾配屋根と無落雪屋根等の複合屋根」を選択、かつ「断熱種別」で「屋根断熱」を選
択、かつ「換気⽅式」で「軒天のみ」を選択、かつBがA÷240以上であること、かつ「屋根裏通気層の厚さ」
に30以上を⼊⼒
⑭「屋根種別」で「勾配屋根と無落雪屋根等の複合屋根」を選択、かつ「断熱種別」で「屋根断熱」を選
択、かつ「換気⽅式」で「棟換気併⽤」を選択、かつBがA÷720以上であること、かつCがA÷1200以上で
あること、かつ「屋根裏通気層の厚さ」に30以上を⼊⼒
⑮「屋根種別」で「勾配屋根と無落雪屋根等の複合屋根」を選択、かつ「断熱種別」で「天井断熱と屋根
断熱の複合」を選択、かつ「換気⽅式」で「軒天のみ」を選択、かつBがA÷240以上であること、かつ「屋根
裏通気層の厚さ」に30以上を⼊⼒
⑯「屋根種別」で「勾配屋根と無落雪屋根等の複合屋根」を選択、かつ「断熱種別」で「天井断熱と屋根
断熱の複合」を選択、かつ「換気⽅式」で「棟換気併⽤」を選択、かつBがA÷720以上であること、かつCが
A÷1200以上であること、かつ「屋根裏通気層の厚さ」に30以上を⼊⼒



北方型住宅／北方型住宅ECO＿適合するための要件

判定21
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

通気層の設置

通気層設置以外の措置

使⽤⽊材

含⽔率

判定22
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

⽇本住宅性能表⽰基準に基づく「維持管理対策等級」の評価 選択されていること。
性能評価書交付年⽉⽇
性能評価書交付番号
性能評価書交付機関名

判定23
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

設計 維持管理の容易さ 新築時の仕様・性能等の記録の保管 新築時の仕様・性能等の記録の保管 「保管する」が選択されていること

判定24
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

コンクリート埋設配管 「あり(さや管⼯法)」「あり(さや管⼯法と同等の⼯法)」「なし」のいずれかが選択されていること
地中埋設配管上のコンクリート打設 「打設なし」「他法令による」のいずれかが選択されていること
配⽔管内⾯の平滑さ(継ぎ⼿、ヘッダーを含む) 「平滑である」が選択されていること
配⽔管清掃時に変形が⽣じないような設置⽅法 「設置されている」が選択されていること
排⽔管清掃⼝等の設置(便所) 「設置している」「排⽔ますに隣接」のいずれかが選択されていること
排⽔管清掃⼝等の設置(その他の部分) 「設置している」「清掃可能なトラップの設置」のいずれかが選択されていること
給排⽔管等(ガス管を除く)と設備機器の接合部の点検⼝等設置 「設置している」「露出配管」のいずれかが選択されていること
給排⽔管等のバルブ・ヘッダーの点検⼝等の設置 「設置している」「露出配管」のいずれかが選択されていること
排⽔管清掃のための開⼝等の設置 「設置している」「露出配管」のいずれかが選択されていること

判定25
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

⽇本住宅性能表⽰基準に基づく「⾼齢者等配慮対策等級」の確認

性能評価書交付年⽉⽇

性能評価書交付番号

性能評価書交付機関名

設計 維持管理の容易さ 等級の確認

①②のいずれかを選択
①「⽇本住宅性能表⽰基準に基づく『⾼齢者等配慮対策等級』の確認」で「評価を受けていな
い」「等級3相当であることを確認している」「等級4相当であることを確認している」「等級5相当で
あることを確認している」のいずれかが選択されていること。
②「⽇本住宅性能表⽰基準に基づく『⾼齢者等配慮対策等級』の確認」で「等級3の評価を受
けている」「等級4の評価を受けている」「等級5の評価を受けている」のいずれかが選択選択され
ており、かつ右記が全て⼊⼒されていること（「性能評価書交付年⽉⽇」「性能評価書交付番
号」「性能評価書交付機関名」）

「⽇本住宅性能表⽰基準に基づく「維持管理対策等級」の評価」で「等級２の評価を受けてい
る」⼜は「等級３の評価を受けている」を選択した場合は「性能評価書交付年⽉⽇」「性能評価
書交付番号」「性能評価書交付機関名」を⼊⼒すること

維持管理の容易さ

段差

設計 ⾼い耐久性 構造部材の耐久性確保

①②のいずれかに適合していること
①「通気層の設置」で「設置している」が選択されていること
②「通気層の設置」で「その他の措置を講じている」が選択されており、かつ「通気層設置以外の
措置」が⼊⼒されていること
①②③のいずれかに適合していること
①「使⽤⽊材」で「すべて集成材を使⽤」を選択
②「使⽤⽊材」で「乾燥材と集成材を併⽤」を選択、かつ「含⽔率」に20以下を⼊⼒
③「使⽤⽊材」で「すべて乾燥材を使⽤」を選択、かつ「含⽔率」に20以下を⼊⼒

設計 維持管理の容易さ

設計 段差



北方型住宅／北方型住宅ECO＿適合するための要件

判定26
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

浴室段差の種類 選択されていること

浴室外側

浴室内側

階段・⼿すりなど 階段・⼿すりなど 浴室 「浴室段差の種類」で「またぎ段差」を選択した場合は、「設置あり」がが選択されていること

判定27
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

⽇常⽣活空間外の室内の段差のうち最⼤のもの 0以上3以下が⼊⼒されていること

畳コーナー等　※設けられていない場合は０を⼊⼒
①②のいずれかに適合していること
①90以上が⼊⼒されていること
②0以上3以下が⼊⼒されていること

判定28
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

⽇常⽣活空間内の段差 ⽇常⽣活空間内の段差のうち最⼤のもの
①②のいずれかに適合していること
①0以上3以下が⼊⼒されていること
②300以上450以下が⼊⼒されていること

畳コーナー等の合計⾯積÷畳コーナー等のある居室⾯積 「⽇常⽣活空間内の段差のうち最⼤のもの」300以上450以下が⼊⼒されている場合は、0.5
未満が⼊⼒されていること

畳コーナー等のうち最⼤のものの⾯積 「⽇常⽣活空間内の段差のうち最⼤のもの」300以上450以下が⼊⼒されている場合は、3以
上9以下が⼊⼒されていること

畳コーナー等の⻑辺（間⼝幅）の最⼩値 「⽇常⽣活空間内の段差のうち最⼤のもの」300以上450以下が⼊⼒されている場合は、
1500以上が⼊⼒されていること

畳コーナー等の位置 「⽇常⽣活空間内の段差のうち最⼤のもの」300以上450以下が⼊⼒されている場合は、「介
助⽤⾞いすの移動の妨げにならない」が選択されていること

判定29
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

設計 段差 部屋の配置 便所の配置 「特定寝室と同⼀階にある」が選択されていること

判定30
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

便所 「設置あり」が選択されていること
浴槽出⼊りのための⼿すり 「設置あり」が選択されていること
脱⾐室のてすり 「設置あり」「下地準備のみ」のいずれかが選択されていること
上がりかまちの⼿すり 「設置あり」「下地準備のみ」のいずれかが選択されていること

階段・⼿すりなど

①〜⑥のいずれかに適合していること
①「浴室段差の種類」で「段差無し」を選択、かつ「浴室外側」で3以下が⼊⼒され、かつ「浴室
内側」に3以下が⼊⼒されていること
②「浴室段差の種類」で「単純段差」を選択、かつ「浴室内側」が空欄、かつ「浴室外側」に0より
⼤きく20以下が⼊⼒されていること
③「浴室段差の種類」で「単純段差」を選択、かつ「浴室内側」に0を⼊⼒、かつ「浴室外側」に0
より⼤きく20以下が⼊⼒されていること
④「浴室段差の種類」で「単純段差」を選択、かつ「浴室外側」が空欄、かつ「浴室内側」に0より
⼤きく20以下が⼊⼒されていること
⑤「浴室段差の種類」で「単純段差」を選択、かつ「浴室外側」に0を⼊⼒、かつ「浴室内側」に0
より⼤きく20以下が⼊⼒されていること
⑥「浴室段差の種類」で「またぎ段差」を選択、かつ「浴室外側」と「浴室内側」の差が120以下
であること、かつ「浴室外側」と「浴室内側」で⼤きい⽅が180以下が⼊⼒されていること。

⽇常⽣活空間内の段差設計 段差

設計 段差 ⽇常⽣活空間外の段差

段差

畳コーナー等

設計

設計 階段・⼿すりなど



北方型住宅／北方型住宅ECO＿適合するための要件

判定31
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

転落のおそれのあるバルコニー

バルコニー⼿すりの床⾯からの⾼さ

バルコニー腰壁等の床⾯からの⾼さ

バルコニー⼿すり⼦の間隔

判定32
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

転落のおそれのある2階の窓

2階窓⼿すりの床⾯からの⾼さ

2階窓台等の床⾯からの⾼さ

基本 建築物及び敷地 階数 地上階数

階段・⼿すりなど

設計 階段・⼿すりなど 階段・⼿すりなど

①〜⑤のいずれかに適合していること、または「地上階数」で「１」が⼊⼒されていること
①「転落のおそれのある2階の窓」で「2階にあり」を選択、かつ「2階窓台等の床⾯からの⾼さ」に0
より⼤きく300未満、かつ「2階窓⼿すりの床⾯からの⾼さ」に1100以上が⼊⼒されていること
②「転落のおそれのある2階の窓」で「2階にあり」を選択、かつ「2階窓台等の床⾯からの⾼さ」に
300以上650未満、かつ、「2階窓⼿すりの床⾯からの⾼さ」－「2階窓台等の床⾯からの⾼さ」
に800以上が⼊⼒されていること
③「転落のおそれのある2階の窓」で「2階にあり」を選択、かつ「2階窓台等の床⾯からの⾼さ」が
650以上800未満、かつ「2階窓⼿すりの床⾯からの⾼さ」に800以上が⼊⼒されていること
④「転落のおそれのある2階の窓」で「2階にあり」を選択、かつ「2階窓台等の床⾯からの⾼さ」に
800以上が⼊⼒されていること
⑤「転落のおそれのある2階の窓」で「転落のおそれなし」「2階に窓の設置なし」のいずれかを選択

①〜⑤のいずれかに適合していること
①「転落のおそれのあるバルコニー」で「転落のおそれのあるバルコニーあり」を選択、かつ「バルコ
ニー腰壁等の床⾯からの⾼さ」に300未満、かつ「バルコニー⼿すりの床⾯からの⾼さ」に1100以
上、かつ「バルコニー⼿すり⼦の間隔」に0より⼤きく110以下が⼊⼒されていること
②「転落のおそれのあるバルコニー」で「転落のおそれのあるバルコニーあり」を選択、かつ「バルコ
ニー腰壁等の床⾯からの⾼さ」に300以上650未満、かつ「バルコニー⼿すりの床⾯からの⾼さ」
－「バルコニー腰壁等の床⾯からの⾼さ」に800以上、かつ「バルコニー⼿すり⼦の間隔」に0より⼤
きく110以下が⼊⼒されていること
③「転落のおそれのあるバルコニー」で「転落のおそれのあるバルコニーあり」を選択、かつ「バルコ
ニー腰壁等の床⾯からの⾼さ」に650以上1100未満、かつ「バルコニー⼿すりの床⾯からの⾼さ」
に1100以上、かつ「バルコニー⼿すり⼦の間隔」に0より⼤きく110以下が⼊⼒されていること
④「転落のおそれのあるバルコニー」で「転落のおそれのあるバルコニーあり」を選択、かつ「バルコ
ニー腰壁等の床⾯からの⾼さ」に1100以上が⼊⼒されていること
⑤「転落のおそれのあるバルコニー」で「転落のおそれなし」「バルコニーなし」のいずれかが選択され
ていること

設計 階段・⼿すりなど



北方型住宅／北方型住宅ECO＿適合するための要件

判定33
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

転落のおそれのある3階以上の窓

3階以上の窓⼿すりの床⾯からの⾼さ

3階以上の窓台等の床⾯からの⾼さ

3階以上の窓の⼿すり⼦の間隔

基本 建築物及び敷地 階数 地上階数

判定34
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

設計 階段・⼿すりなど 階段・⼿すりなど 住宅内階段の有無 選択されていること

判定35
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

転落のおそれのある階段

階段の転落防⽌てすりの踏⾯先端⼜は床⾯からの⾼さ

階段の腰壁等の⾼さ

階段の転落防⽌てすりの⼿すり⼦の間隔

判定36
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

階段
住宅内階段の有無
階段の転落防⽌てすりの踏⾯先端⼜は床⾯からの⾼さ

①〜④のいずれかに適合していること
①「転落のおそれのある階段」で「転落のおそれのある階段あり」を選択、かつ「階段の腰壁等の
⾼さ」に0より⼤きく650未満、かつ「階段の転落防⽌てすりの踏⾯先端⼜は床⾯からの⾼さ」－
「階段の腰壁等の⾼さ」に800以上、かつ「階段の転落防⽌てすりの⼿すり⼦の間隔」に0より⼤
きく110以下が⼊⼒されていること
②「転落のおそれのある階段」で「転落のおそれのある階段あり」を選択、かつ「階段の腰壁等の
⾼さ」に650より⼤きく800未満、かつ「階段の転落防⽌てすりの踏⾯先端⼜は床⾯からの⾼さ」
に800以上、かつ「階段の転落防⽌てすりの⼿すり⼦の間隔」に0より⼤きく110以下が⼊⼒され
てること
③「転落のおそれのある階段」で「転落のおそれのある階段あり」を選択、かつ「階段の腰壁等の
⾼さ」に800以上が⼊⼒されていること
④「転落のおそれのある階段」で「転落のおそれなし」「階段なし」のいずれかが選択されていること

①②のいずれかに適合していること
①「階段」で「設置あり」を選択、かつ「階段の転落防⽌てすりの踏⾯先端⼜は床⾯からの⾼さ」
が700以上900以下

設計 階段・⼿すりなど

設計 階段・⼿すりなど 階段・⼿すりなど

設計 階段・⼿すりなど 階段・⼿すりなど

階段・⼿すりなど

①〜⑥のいずれかに適合していること、または「地上階数」で「１」⼜は「２」を⼊⼒
①「転落のおそれのある3階以上の窓」で「3階以上にあり」を選択、かつ「3階以上の窓台等の床
⾯からの⾼さ」に0より⼤きく300未満、かつ「3階以上の窓⼿すりの床⾯からの⾼さ」に1100以
上、かつ「3階以上の窓の⼿すり⼦の間隔」に0より⼤きく110以下が⼊⼒されていること
②「転落のおそれのある3階以上の窓」で「3階以上にあり」を選択、かつ「3階以上の窓台等の床
⾯からの⾼さ」に300以上650未満、かつ「3階以上の窓⼿すりの床⾯からの⾼さ」－「3階以上
の窓台等の床⾯からの⾼さ」に800以上、かつ「3階以上の窓の⼿すり⼦の間隔」に0より⼤きく
110以下が⼊⼒されていること
③「転落のおそれのある3階以上の窓」で「3階以上にあり」を選択、かつ「3階以上の窓台等の床
⾯からの⾼さ」に650以上800未満、かつ「3階以上の窓⼿すりの床⾯からの⾼さ」に800以上、
かつ「3階以上の窓の⼿すり⼦の間隔」に0より⼤きく110以下が⼊⼒されていること
④「転落のおそれのある3階以上の窓」で「3階以上にあり」を選択、かつ「3階以上の窓台等の床
⾯からの⾼さ」に800以上1100未満、かつ「3階以上の窓⼿すりの床⾯からの⾼さ」に1100以
上、かつ「3階以上の窓の⼿すり⼦の間隔」に0より⼤きく110以下が⼊⼒されていること
⑤「転落のおそれのある3階以上の窓」で「3階以上にあり」を選択、かつ「3階以上の窓台等の床
⾯からの⾼さ」に1100以上が⼊⼒されていること
⑥「転落のおそれのある3階以上の窓」で「転落のおそれなし」「3階に窓の設置なし」のいずれかが
選択されていること



北方型住宅／北方型住宅ECO＿適合するための要件

判定37
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

住宅内階段の有無
最上段の通路等への⾷込部分及び最下段の通路等への突出部分

蹴上⼨法
蹴込⼨法
踏⾯⼨法

段差 段差 ⽇本住宅性能表⽰基準に基づく「⾼齢者等配慮対策等級」の確認

判定38
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

便所の形式 「腰掛式である」が選択されていること
浴室短辺内法⼨法 1300以上が⼊⼒されていること
浴室内法⾯積 2以上が⼊⼒されていること
特定寝室の内法⾯積 9以上が⼊⼒されていること

判定39
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

⽇本住宅性能表⽰基準に基づく「ホルムアルデヒド発散等級」の確認 選択されていること
換気を⾏う部分の気積
設計⾵量
ドアのアンダーカットやガラリの設置など換気経路 「確保している」が選択されていること
全室暖房 「全室暖房」が選択されていること
暖房⽅式 選択されていること

判定40（北⽅型住宅ECOでは判定しない　→　判定北⽅型住宅ECO1で判定）
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

気密性能の確保⽅法

気密性能

相当隙間⾯積の測定

相当隙間⾯積の測定値
実施⽇時
実施者の会社名
実施担当者⽒名

判定41（北⽅型住宅ECOでは判定しない　→　判定北⽅型住宅ECO2で判定）
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

断熱性能の確認⽅法 

熱損失係数の計算結果(Q値) 

その他の仕様の場合 

エネルギー消費量の低減（平成27年4⽉1⽇以 外⽪平均熱貫流率(UA値) 

判定42
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

設計 美しい街並みの形成 外壁の後退 道路境界線からの外壁の後退距離 1以上が⼊⼒されていること

取合い部の気密

①②のいずれかに適合していること
①「相当隙間⾯積の測定」で「する」を選択した場合は、「相当隙間⾯積の測定値」で2.0以下
を⼊⼒、かつ「実施⽇時」「実施担当者⽒名」「実施者の会社名」がそれぞれ⼊⼒されていること
②「相当隙間⾯積の測定」で「しない」を選択した場合「相当隙間⾯積の測定値」「実施⽇時」
「実施担当者⽒名」「実施者の会社名」が全て空欄になっていること

設計 省エネルギー
エネルギー消費量の低減（平成27年3⽉31⽇ま

①〜④のいずれかに適合していること
①「外⽪平均熱貫流率(UA値) 」で0.46以下が⼊⼒されていること
②「断熱性能の確認⽅法 」で「次世代省エネルギー基準判断基準による熱損失係数確認」を
選択、かつ「熱損失係数の計算結果(Q値) 」が⼊⼒されていること
③「断熱性能の確認⽅法 」で「次世代省エネルギー基準設計施⼯指針による仕様」「品確法
住宅型式性能認定」「IBEC評定」のいずれかが選択されていること
④「断熱性能の確認⽅法 」で「その他」を選択、かつ「その他の仕様の場合」が⼊⼒されているこ
と

①②のいずれかに適合していること
①「気密性能の確保⽅法」で「その他（標準的な試験⽅法により測定し確認）」を選択、かつ
「気密性能」が選択、「相当隙間⾯積の測定」に「する」が⼊⼒されていること。
②「気密性能の確保⽅法」で「次世代省エネルギー基準設計施⼯指針による仕様」、「品確法
住宅型式性能認定、または特別評価⽅法認定」、「IBEC評定」のいずれかを選択し、かつ「気
密性能」が選択されていることかつ、「相当隙間⾯積の測定」が選択されていること。

施⼯状況 気密
（詳細取合い・測定）

設計 幅員・トイレ・浴室 便所・浴室等の⼨法、出⼊⼝の幅員

設計 省エネルギー 気密性能

①〜③のいずれかに適合していること
①「住宅内階段の有無」で「階段あり」を選択、かつ「蹴上⼨法」÷「踏⾯⼨法」が22/21以下、
かつ「蹴上⼨法」×2＋「踏⾯⼨法」が550以上650以下、かつ「蹴込⼨法」に30以下、かつ「最
上段の通路等への⾷込部分及び最下段の通路等への突出部分」で「なし」が選択されているこ
と
②「住宅内階段の有無」で「階段なし」が選択されていること
③「⽇本住宅性能表⽰基準に基づく『⾼齢者等配慮対策等級』の確認」で「等級3の評価を受
けている」が選択されていること

階段・⼿すりなど 階段・⼿すりなど
設計

健康で快適な室内空間の実現設計 快適な室内空間
「設計⾵量」÷「換気を⾏う部分の気積」が0.5以上であること



北方型住宅／北方型住宅ECO＿適合するための要件

判定43
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

施⼯状況 地盤 地盤 着⼯前敷地全景写真（NO.１） 写真が１枚以上添付されていること

判定44
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

施⼯状況 地盤 造成状況 造成経過年数 ⼊⼒されていること

判定45
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

施⼯状況 地盤 地盤調査者、調査⽅法 地盤調査報告書の添付 選択されていること

判定46
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

施⼯状況 基礎1 遣り⽅の確認 道路境界線から外壁の後退距離のうち最⼩距離 ⼊⼒されていること

判定47
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

施⼯状況 基礎1 境界⽯の確認 境界⽯の確認 選択されていること

判定48
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

施⼯状況 基礎1 基礎の種類 基礎の形式 ⼊⼒されていること

判定49
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

基礎主筋に使⽤している鉄筋 ⼊⼒されていること
基礎鉄筋かぶり厚さのうち最⼩値 ⼊⼒されていること
基礎配筋写真（NO.５） 写真が１枚以上添付されていること

判定50
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

施⼯状況 基礎3 基礎形状 設計GLからの基礎深さ ⼊⼒されていること

判定51
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

施⼯状況 ⼟台と基礎の緊結 ⼟台と基礎を緊結する⾦物 種類・規格 「主たる構造」で「⽊造」を選択している場合は⼊⼒されていること
施⼯状況 ⼟台と基礎の緊結 ⼟台と基礎を緊結する⾦物 埋め込み⻑さ 「主たる構造」で「⽊造」を選択している場合は⼊⼒されていること
基本 建築物及び敷地 構造 主たる構造 選択されていること

判定52
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

施⼯状況 排⽔ コンクリート埋設管 コンクリート埋設管の有無 選択されていること

判定53
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

施⼯状況 防腐処理 ⼟台 防腐処理⽅法 「主たる構造」で「⽊造」を選択している場合は⼊⼒されていること
基本 建築物及び敷地 構造 主たる構造 選択されていること

判定54
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

施⼯状況 防腐処理 その他の部材 防腐処理⽅法 「主たる構造」で「⽊造」を選択している場合は⼊⼒されていること
基本 建築物及び敷地 構造 主たる構造 選択されていること

施⼯状況 基礎3 基礎配筋



北方型住宅／北方型住宅ECO＿適合するための要件

判定55
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

使⽤⽊材

含⽔率

判定56
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

施⼯状況 耐⼒壁 耐⼒壁 耐⼒壁の配置 「主たる構造」で「⽊造」を選択している場合は選択されていること
基本 建築物及び敷地 構造 主たる構造 選択されていること

判定57
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

材質 ⼊⼒されていること
屋根の下ぶき材写真（NO.１４） 写真が１枚以上添付されていること

判定58
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

材質 ⼊⼒されていること
厚さ ⼊⼒されていること
屋根葺き材写真（NO.１６） 写真が１枚以上添付されていること

判定59
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

壁体の乾燥のための措置 ⼊⼒されていること
外装材製品名 ⼊⼒されていること
外装メーカー名 ⼊⼒されていること
壁外装（窓まわり）写真（NO.１８） 写真が１枚以上添付されていること

判定60
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

材質 ⼊⼒されていること
厚さ ⼊⼒されていること
断熱（壁）写真（NO.１９） 写真が１枚以上添付されていること

判定61
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

材質 ⼊⼒されていること
厚さ ⼊⼒されていること
断熱（天井または屋根）写真（NO.２０） 写真が１枚以上添付されていること

判定62
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

メーカー名 ⼊⼒されていること
製品名 ⼊⼒されていること
品番 ⼊⼒されていること
熱貫流率 ⼊⼒されていること

判定63
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

メーカー名 ⼊⼒されていること
製品名 ⼊⼒されていること
品番 ⼊⼒されていること
熱貫流率 ⼊⼒されていること

施⼯状況 屋根1 屋根の下ぶき材

施⼯状況 断熱（壁・天井） 天井（または屋根）断熱材

施⼯状況 断熱（床・建具） 窓(主なもの）

①〜③のいずれかに適合していること
①「使⽤⽊材」で「すべて集成材を使⽤」が選択されていること
②「使⽤⽊材」で「乾燥材と集成材を併⽤」を選択、かつ「含⽔率」に20以下が⼊⼒されている
こと

施⼯状況 外壁 外装材

施⼯状況 主要構造材の乾燥 乾燥材の使⽤

施⼯状況 断熱（床・建具） ⽞関ドア

施⼯状況 屋根2 屋根葺材または屋上防⽔仕上げ

施⼯状況 断熱（壁・天井） 壁断熱材(1)



北方型住宅／北方型住宅ECO＿適合するための要件

判定64
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

取合い部（選択肢） 外壁と最下階床 選択されていること
取合い部（選択肢） 外壁と中間階床 選択されていること
取合い部（選択肢） 外壁と屋根または屋根直下天井 選択されていること
取合い部（選択肢） 開⼝部まわり 選択されていること

判定65
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

外壁と最下階床写真（NO.２２） 写真が１枚以上添付されていること
外壁と中間階床写真（NO.２３） 写真が１枚以上添付されていること
外壁と屋根直下天井写真（NO.２４） 写真が１枚以上添付されていること
開⼝部まわり写真（NO.２５） 写真が１枚以上添付されていること

判定66
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

その他（選択肢） 配管貫通部 選択されていること
その他（選択肢） 配線貫通部 選択されていること

判定67
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

配管貫通部写真（NO.３３） 写真が１枚以上添付されていること
配線貫通部写真（NO.３４） 写真が１枚以上添付されていること

判定68
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

換気⽅法（選択肢）第１種
換気⽅法（選択肢）第２種
換気⽅法（選択肢）第３種
換気⽅法（選択肢）機械換気併⽤パッシブ換気
換気⽤ダクトの材質 ⼊⼒されていること
換気⽤ダクトの形状 選択されていること
換気経路確保⽅法（選択肢）ダクト
換気経路確保⽅法（選択肢）その他
換気経路確保⽅法（選択肢）アンダーカットやガラリ

判定69
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

排⽔管清掃措置（選択肢）掃除⼝清掃
排⽔管清掃措置（選択肢）清掃可能なトラップ
排⽔管清掃措置（選択肢）その他

「排⽔管清掃措置（選択肢）掃除⼝清掃」「排⽔管清掃措置（選択肢）清掃可能なトラッ
プ」「排⽔管清掃措置（選択肢）その他」のうち少なくとも⼀つが⼊⼒されていること

「換気⽅法（選択肢）第１種」「換気⽅法（選択肢）第２種」「換気⽅法（選択肢）第３
種」「換気⽅法（選択肢）機械換気併⽤パッシブ換気」のうち少なくとも⼀つが⼊⼒されているこ
と

「換気経路確保⽅法（選択肢）ダクト」「換気経路確保⽅法（選択肢）その他」「換気経路
確保⽅法（選択肢）アンダーカットやガラリ」のうち少なくとも1つが⼊⼒されていること

施⼯状況 換気・給排⽔管 給排⽔管の維持管理対策

施⼯状況 気密（各部取合い） 取合い部の気密

施⼯状況 気密（詳細取合い・測定） その他

施⼯状況 気密（詳細取合い・測定） 取合い部の気密

施⼯状況 気密（各部取合い） 取合い部

施⼯状況 換気・給排⽔管 換気システム



北方型住宅／北方型住宅ECO＿適合するための要件

判定70
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

合板／有無 「なし」「F☆☆☆☆等級以上⼜は⼤⾂認定品を使⽤」のいずれかが選択されていること

合板写真（NO.３８） 「合板／有無」で「F☆☆☆☆等級以上⼜は⼤⾂認定品を使⽤」を選択した場合は、写真が１
枚以上添付されていること

⽊質系フローリング／有無 「なし」「F☆☆☆☆等級以上⼜は⼤⾂認定品を使⽤」のいずれかが選択されていること

フローリング写真（NO.３９） 「⽊質系フローリング／有無」で「F☆☆☆☆等級以上⼜は⼤⾂認定品を使⽤」を選択した場合
は写真が１枚以上添付されていること

構造⽤パネル／有無 「なし」「F☆☆☆☆等級以上⼜は⼤⾂認定品を使⽤」のいずれかが選択されていること

構造⽤パネル写真（NO.４０） 「構造⽤パネル／有無」で「F☆☆☆☆等級以上⼜は⼤⾂認定品を使⽤」を選択した場合は写
真が１枚以上添付されていること

判定71
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

集成材／有無 「なし」「F☆☆☆☆等級以上⼜は⼤⾂認定品を使⽤」のいずれかが選択されていること

集成材写真（NO.４１） 「集成材／有無」で「F☆☆☆☆等級以上⼜は⼤⾂認定品を使⽤」を選択した場合は写真が
１枚以上添付されていること

単板積層材・LVL／有無 「なし」「F☆☆☆☆等級以上⼜は⼤⾂認定品を使⽤」のいずれかが選択されていること

単板積層材・LVL写真（NO.４２） 「単板積層材・LVL／有無」で「F☆☆☆☆等級以上⼜は⼤⾂認定品を使⽤」を選択した場合
は写真が１枚以上添付されていること

MDF／有無 「なし」「F☆☆☆☆等級以上⼜は⼤⾂認定品を使⽤」のいずれかが選択されていること

MDF写真（NO.４３） 「MDF／有無」で「F☆☆☆☆等級以上⼜は⼤⾂認定品を使⽤」を選択した場合は写真が１
枚以上添付されていること

判定72
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

パーティクルボード／有無 「なし」「F☆☆☆☆等級以上⼜は⼤⾂認定品を使⽤」のいずれかが選択されていること

パーティクルボード写真（NO.４４） 「パーティクルボード／有無」で「F☆☆☆☆等級以上⼜は⼤⾂認定品を使⽤」を選択した場合
は写真が１枚以上添付されていること

その他の⽊質建材／有無 「なし」「F☆☆☆☆等級以上⼜は⼤⾂認定品を使⽤」のいずれかが選択されていること

その他の⽊質建材写真（NO.４５） 「その他の⽊質建材／有無」で「F☆☆☆☆等級以上⼜は⼤⾂認定品を使⽤」を選択した場合
は写真が１枚以上添付されていること

ユリア樹脂板／有無 「なし」「F☆☆☆☆等級以上⼜は⼤⾂認定品を使⽤」のいずれかが選択されていること

ユリア樹脂板写真（NO.４６） 「ユリア樹脂板／有無」で「F☆☆☆☆等級以上⼜は⼤⾂認定品を使⽤」を選択した場合は写
真が１枚以上添付されていること

判定73
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

壁紙／有無 「なし」「F☆☆☆☆等級以上⼜は⼤⾂認定品を使⽤」のいずれかが選択されていること

壁紙写真（NO.４７） 「壁紙／有無」で「F☆☆☆☆等級以上⼜は⼤⾂認定品を使⽤」を選択した場合は写真が１
枚以上添付されていること

接着剤／有無 「なし」「F☆☆☆☆等級以上⼜は⼤⾂認定品を使⽤」のいずれかが選択されていること

接着剤写真（NO.４８） 「接着剤／有無」で「F☆☆☆☆等級以上⼜は⼤⾂認定品を使⽤」を選択した場合は写真が
１枚以上添付されていること

保温材／有無 「なし」「F☆☆☆☆等級以上⼜は⼤⾂認定品を使⽤」のいずれかが選択されていること

保温材写真（NO.４９） 「保温材／有無」で「F☆☆☆☆等級以上⼜は⼤⾂認定品を使⽤」を選択した場合は写真が
１枚以上添付されていること

施⼯状況 ホルムアルデヒド対策2 F☆☆☆☆等級相当以上の建材の使⽤

施⼯状況 ホルムアルデヒド対策4 F☆☆☆☆等級相当以上の建材の使⽤

施⼯状況 ホルムアルデヒド対策3 F☆☆☆☆等級相当以上の建材の使⽤

施⼯状況 ホルムアルデヒド対策1 F☆☆☆☆等級相当以上の建材の使⽤



北方型住宅／北方型住宅ECO＿適合するための要件

判定74
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

緩衝材／有無 「なし」「F☆☆☆☆等級以上⼜は⼤⾂認定品を使⽤」のいずれかが選択されていること

緩衝材写真（NO.５０） 「緩衝材／有無」で「F☆☆☆☆等級以上⼜は⼤⾂認定品を使⽤」を選択した場合は写真が
１枚以上添付されていること

断熱材／有無 「なし」「F☆☆☆☆等級以上⼜は⼤⾂認定品を使⽤」のいずれかが選択されていること

断熱材写真（NO.５１） 「断熱材／有無」で「F☆☆☆☆等級以上⼜は⼤⾂認定品を使⽤」を選択した場合は写真が
１枚以上添付されていること

塗料（現場施⼯）／有無 「なし」「F☆☆☆☆等級以上⼜は⼤⾂認定品を使⽤」のいずれかが選択されていること

塗料（現場施⼯）写真（NO.５２） 「塗料（現場施⼯）／有無」で「F☆☆☆☆等級以上⼜は⼤⾂認定品を使⽤」を選択した場
合は写真が１枚以上添付されていること

判定75
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

仕上塗装／有無 「なし」「F☆☆☆☆等級以上⼜は⼤⾂認定品を使⽤」のいずれかが選択されていること

仕上塗装写真（NO.５３） 「仕上塗装／有無」で「F☆☆☆☆等級以上⼜は⼤⾂認定品を使⽤」を選択した場合は写真
が１枚以上添付されていること

判定76
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

施⼯状況 外壁の後退 道路境界線からの外壁の後退距離 主たる前⾯道路の道路境界線からの外壁後退距離 ⼊⼒されていること

判定77
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

施⼯状況 竣⼯ 竣⼯ 竣⼯写真（NO.５４） 写真が１枚以上添付されていること

施⼯状況 ホルムアルデヒド対策5 F☆☆☆☆等級相当以上の建材の使⽤

施⼯状況 ホルムアルデヒド対策6 F☆☆☆☆等級相当以上の建材の使⽤



北方型住宅／北方型住宅ECO＿適合するための要件

判定北⽅型住宅ECO1
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

気密性能の確保⽅法 「その他(標準的な試験⽅法により測定し確認)」が選択されていること
気密性能 「1.0cm2/m2以下」が選択されていること

相当隙間⾯積の測定 「する」が選択されていること

相当隙間⾯積の測定値 1.0以下が⼊⼒されていること
実施⽇時 ⼊⼒されていること
実施者の会社名 ⼊⼒されていること
実施担当者⽒名 ⼊⼒されていること

判定北⽅型住宅ECO2
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

断熱性能の確認⽅法 
熱損失係数の計算結果(Q値) 

エネルギー消費量の低減（平成27年4⽉1⽇以 外⽪平均熱貫流率(UA値) 

判定北⽅型住宅ECO3
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

電⼒
ガス
灯油

①②のいずれかが選択されていること
①「外⽪平均熱貫流率(UA値)」で0.38以下が⼊⼒されていること
②「断熱性能の確認⽅法」で「次世代省エネルギー基準判断基準による熱損失係数確認」を
選択、かつ「熱損失係数の計算結果(Q値)」で1.3以下が⼊⼒されていること

「電⼒」、「ガス」、「灯油」のいずれかに0より⼤きい数値が⼊⼒されていること設計 環境負荷の低減 暖房⽤エネルギー消費量の算出

設計 省エネルギー 気密性能

施⼯状況 気密
（詳細取合い・測定） 取合い部の気密

設計 省エネルギー
エネルギー消費量の低減（平成27年3⽉31⽇ま



北方型住宅／北方型住宅ECO＿適合するための要件

判定きた住まいるブランド住宅1
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

設計者 設計者 きた住まいるID 設計に登録されているきた住まいるIDが⼊⼒さていること
⼯事施⼯者 ⼯事施⼯者 きた住まいるID 建設に登録されているきた住まいるIDが⼊⼒さていること

判定きた住まいるブランド住宅2
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

設計 ⾼い耐久性 等級の確認 ⽇本住宅性能表⽰基準に基づく「劣化対策等級」の評価
「等級3の評価を受けている」「等級3相当であることを確認している」のいずれかが選択されている
こと

判定きた住まいるブランド住宅3
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

設計 ⾼い耐久性 等級の確認 ⽇本住宅性能表⽰基準に基づく「耐震等級」の確認
「等級1の評価を受けている」「等級1相当であることを確認している」「等級2の評価を受けてい
る」「等級2相当であることを確認している」「等級3の評価を受けている」「等級3相当であることを

判定きた住まいるブランド住宅4
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

設計 省エネルギー 等級の確認 ⽇本住宅性能表⽰基準に基づく「断熱等性能等級」の評価
「等級4の評価を受けている」「等級4相当であることを確認している」のいずれかが選択されている
こと

判定きた住まいるブランド住宅5
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

設計 省エネルギー 等級の確認 ⽇本住宅性能表⽰基準に基づく「⼀次エネルギー消費量等級」の評価 「等級4の評価を受けている」「等級4相当であることを確認している」「等級5の評価を受けてい
る」「等級5相当であることを確認している」のいずれかが選択されていること

判定きた住まいるブランド住宅6
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

エネルギー消費量の低減（平成２７年４⽉１⽇以降） 合計（Est）
エネルギー消費量の低減（平成２７年４⽉１⽇以降） 合計（Et）
エネルギー消費量の低減（平成２７年４⽉１⽇以降） 「Eｔ÷Est」

「合計（Et）」と「合計（Est）」が⼊⼒され、「合計（Et）」÷「合計（Est）」が1.0以下とな
ること

基本

設計 省エネルギー



北方型住宅／北方型住宅ECO＿適合するための要件

判定1
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

⽒名 ⼊⼒されていること
カナ⽒名 ⼊⼒されていること
郵便番号 ⼊⼒されていること
住所 ⼊⼒されていること
電話番号 ⼊⼒されていること

　　　　　　判定の番号です。また、判定する住宅の種類を以下の様に⽰しています。
　
　　　　　　・判定　+　番号　 「北⽅型住宅⽔準」、「北⽅型住宅ECO⽔準」、「きた住まいるブランド住宅／北⽅型住宅」、「きた住まいるブランド住宅／北⽅型住宅ECO」

※判定40、41は「北⽅型住宅ECO⽔準」、「きた住まいるブランド住宅／北⽅型住宅ECO」では判定されません

　　　　　　・判定北⽅型住宅ECO　+　番号　 「北⽅型住宅ECO⽔準」、「きた住まいるブランド住宅／北⽅型住宅ECO」

　　　　　　・判定きた住まいるブランド住宅　+　番号　 「きた住まいるブランド住宅／北⽅型住宅」、「きた住まいるブランド住宅／北⽅型住宅ECO」

　　　　　　　　　　　　システムと対応する項⽬を⽰しています。

基本 建築主 建築主

●表の⾒⽅

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

②

③
④
⑤ ⑥

①

②〜⑥



 
 

 

 

 

 

 

 

北海道 R 住宅の適合するための要件 

・北海道 R 住宅⽔準 

・きた住まいるブランド住宅／北海道 R住宅 

 
 
  



北海道R住宅＿適合するための要件

判定1
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

⽒名 ⼊⼒されていること
カナ⽒名 ⼊⼒されていること
郵便番号 ⼊⼒されていること
住所 ⼊⼒されていること
電話番号 ⼊⼒されていること
メールアドレス ⼊⼒されていること

判定2
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

担当者⽒名
担当者カナ⽒名
当該物件への関与 「本⼈及び所属会社が仲介・設計・施⼯に関与していない」が選択されていること

関係書類の添付（誓約書等） 「本⼈及び所属会社が仲介・設計・施⼯に関与していないこと」を⽰す関係書類が添付されてい
ること

住宅検査⼈登録番号 ⼊⼒されていること

判定3
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

建築⼠事務所名 ⼊⼒されていること
建築⼠事務所種別 選択されていること
建築⼠事務所登録番号 ⼊⼒されていること
郵便番号 ⼊⼒されていること
所在地 ⼊⼒されていること
電話番号 ⼊⼒されていること
担当者⽒名 ⼊⼒されていること
建築⼠資格種別 選択されていること
建築⼠登録番号 ⼊⼒されていること

判定4
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

建築⼠事務所名 ⼊⼒されていること
建築⼠事務所登録番号 ⼊⼒されていること
郵便番号 ⼊⼒されていること
所在地 ⼊⼒されていること
電話番号 ⼊⼒されていること
担当者⽒名 ⼊⼒されていること
建築⼠資格種別 選択されていること
建築⼠登録番号 ⼊⼒されていること

判定5
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

会社・営業所名 ⼊⼒されていること
建設業許可番号 ⼊⼒されていること
郵便番号 ⼊⼒されていること
所在地 ⼊⼒されていること
電話番号 ⼊⼒されていること
担当者⽒名 ⼊⼒されていること

判定6
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

登録番号
⽒名
カナ⽒名

全て⼊⼒し、実際に登録されている番号及び⽒名、カナ⽒名であること

基本 ⼯事施⼯者 ⼯事施⼯者

基本 BIS等
BIS・BIS-Mまたは
住宅省エネルギー技術者講習会の修了者
（設計の関与）

「担当者⽒名」「担当者カナ⽒名」のどちらかが⼊⼒されていること

基本 設計者 設計者

基本 ⼯事監理者 ⼯事監理者

基本 建築主 建築主

基本 住宅検査⼈等 住宅検査⼈



北海道R住宅＿適合するための要件

判定7
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

登録番号
⽒名
カナ⽒名

判定8
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

社名 ⼊⼒されていること
郵便番号 ⼊⼒されていること
所在地 ⼊⼒されていること
電話番号 ⼊⼒されていること
⽒名 ⼊⼒されていること
役職 ⼊⼒されていること
建築⼠資格種別 選択されていること
登録番号 ⼊⼒されていること
建築⼠以外の資格 ⼊⼒されていること
メールアドレス ⼊⼒されていること

判定9
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

登記簿記載の地名地番 ⼊⼒されていること
住居表⽰（都道府県） 選択されていること
住居表⽰（市町村） ⼊⼒されていること
住居表⽰（町名番地） ⼊⼒されていること
住居表⽰カナ ⼊⼒されていること
地域区分 選択されていること
都市計画区域及び準都市計画区域 選択されていること
市街化区域または市街化調整区域 選択されていること
建築基準法6条1項4号指定区域 選択されていること
防⽕地域等の指定(⼀部地域指定を含む) 選択されていること
敷地⾯積 ⼊⼒されていること

判定10
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

主たる構造 選択されていること
主たる構造が⽊造の場合の⼯法 「主たる構造」で「⽊造」を選択した場合は、選択されていること

判定11
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

地上階数 ⼊⼒されていること
地下階数 ⼊⼒されていること

判定12
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

基本 建築物及び敷地 建築⾯積 建築⾯積 ⼊⼒されていること

判定13
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

延べ⾯積 ⼊⼒されていること
床⾯積（1階） ⼊⼒されていること
床⾯積（2階） ⼊⼒されていること
床⾯積（3階） ⼊⼒されていること
地階部分 ⼊⼒されていること

基本 建築物及び敷地 階数

基本 建築物及び敷地 延べ⾯積

基本 建築物及び敷地 敷地

基本 建築物及び敷地 構造

基本 BIS等
BIS-E・BIS-Mまたは
住宅省エネルギー技術者講習会の修了者
（施⼯の関与）

全て⼊⼒し、実際に登録されている番号及び⽒名、カナ⽒名であること

基本 システム⼊⼒責任者 システム⼊⼒責任者



北海道R住宅＿適合するための要件

判定14
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

確保する耐震性能
新耐震基準
【S56.6】資料（⼯事完了検査済証等）
Ｈ12改正基準
【H12.6】資料（⼯事完了検査済証等）

判定15
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

通気層の設置
通気層設置以外の措置
使⽤⽊材
含⽔率

判定16
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

床下換気孔 基礎の断熱⽅法等 選択されていること

防湿措置の⽅法
「基礎の断熱⽅法等」で「基礎断熱⼜はスカート断熱」を選択した場合は、選択されていること。
「基礎の断熱⽅法等」で「基礎断熱⼜はスカート断熱」以外を選択した場合は、「防湿フィルム」
⼜は「コンクリート打設」が選択されていること。

防湿フィルムの厚さ 「防湿措置の⽅法」で「防湿フィルム」を選択した場合は、0.1以上が⼊⼒されていること

砂の厚さ 「防湿措置の⽅法」で「防湿フィルム」を選択した場合は、50以上が⼊⼒されていること
または、「コンクリートの厚さ」で50以上を⼊⼒していること

コンクリートの厚さ

①〜④のいずれかに該当すること
①「基礎の断熱⽅法等」で「基礎断熱⼜はスカート断熱」を選択、かつ「防湿措置の⽅法」で「防
湿フィルム」を選択、かつ「砂の厚さ」が未⼊⼒の場合は、50以上をが⼊⼒されていること
②「基礎の断熱⽅法等」で「基礎断熱⼜はスカート断熱」を選択、かつ「防湿措置の⽅法」で「コ
ンクリート打設」を選択した場合は、100以上が⼊⼒されていること
③「基礎の断熱⽅法等」で「基礎断熱⼜はスカート断熱」を選択、かつ「防湿措置の⽅法」で「⼟
間コンクリート床スラブ」を選択した場合は、120以上が⼊⼒されていること
④「基礎の断熱⽅法等」で「基礎断熱⼜はスカート断熱」以外を選択、かつ「防湿措置の⽅法」
で「コンクリート打設」を選択した場合は、60以上が⼊⼒されていること

ワイヤーメッシュの径 「基礎の断熱⽅法等」で「基礎断熱⼜はスカート断熱」を選択し、「防湿措置の⽅法」で「コンク
リート打設」⼜は「⼟間コンクリート床スラブ」を選択した場合は、4以上が⼊⼒されていること

ワイヤーメッシュの間隔 「基礎の断熱⽅法等」で「基礎断熱⼜はスカート断熱」を選択し、「防湿措置の⽅法」で「コンク
リート打設」⼜は「⼟間コンクリート床スラブ」を選択した場合は、150以下が⼊⼒されていること

判定17
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

防腐措置の⽅法 「防腐措置なし」以外が選択されていること。
具体的な防腐措置 「防腐措置の⽅法」で「その他の防腐措置」が選択されている場合は、⼊⼒されていること

判定18
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

便所 3以下が⼊⼒されていること
脱⾐所・洗⾯所 3以下が⼊⼒されていること
特定寝室 3以下が⼊⼒されていること
特定寝室から連続する⾷事室・居間 3以下が⼊⼒されていること
勝⼿⼝ 3以下が⼊⼒されていること

設計 段差 ⽇常⽣活空間内の段差

設計 ⼟台・床下換気など 床下防湿措置

設計 ⼟台・床下換気など ⼟台防腐措置

設計 ⾼い耐久性 耐震性能の確保

①②のいずれかに適合していること
①「確保する耐震性能」で「S56.6⽉〜」を選択、かつ「新耐震基準」で「建築基準法第7条5
項による検査済証がある」「建築基準法第7条5項による検査済証がない」「建築⼠による確認」
のいずれかを選択、かつ「資料（⼯事完了検査済証等）」で資料を添付すること
②「確保する耐震性能」で「H12.6⽉〜」を選択、かつ「Ｈ12改正基準」でいずれかを選択、か
つ「資料（⼯事完了検査済証等）」で資料を添付すること

設計 ⾼い耐久性 構造部材の耐久性確保

「通気層の設置」で「設置している」が選択されている、⼜は「通気層の設置」で「その他の措置を
講じている」が選択され「通気層設置以外の措置」が⼊⼒されている
「使⽤⽊材」で「すべて集成材を使⽤」が選択されている、⼜は「使⽤⽊材」で「乾燥材と集成材
を併⽤」「すべて乾燥材を使⽤」のいずれかが選択され「含⽔率」で20以下が⼊⼒されている



北海道R住宅＿適合するための要件

判定19
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

⼿すり 階段 「住宅内階段の有無」で「階段あり」が選択されている場合は、「設置あり」が選択されていること
階段 住宅内階段の有無 選択されていること

判定20
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

エネルギー消費量の低減（平成27年4⽉1⽇ 外⽪平均熱貫流率（UA値） 0.46以下が⼊⼒されていること
気密性能 「2.0cm2／m2以下」⼜は「1.0cm2／m2以下」の数値が選択されていること
相当隙間⾯積の測定 「する」が選択されていること

施⼯状況 気密(詳細取合い・測定) 取合い部の気密 測定結果資料（報告書等） 報告書等が添付されていること

判定21
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

瑕疵保証の有無 「あり」が選択されていること
瑕疵保証期間 ⼊⼒されていること
瑕疵保証機関名 ⼊⼒されていること
保険証/確約書等の添付 保険証、契約書等が添付されていること

判定22
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

点検・修繕計画 計画の登録・保管 点検･修繕計画の登録・保管 点検･修繕計画等 添付されていること

判定23
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

現況調査 物件概要 調査結果 調査結果 「現況調査票」の添付がある場合は、「現況調査」＞「物件概要」＞「物件概要」以外の⼤項⽬
「現況調査」（判定25〜37）の判定項⽬はすべて適合となる

判定24
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

作成⽇（年） 選択されていること
作成⽇（⽉） 選択されていること
作成⽇（⽇） 選択されていること
調査⽇（年） 選択されていること
調査⽇（⽉） 選択されていること
調査⽇（⽇） 選択されていること
ご依頼者⽒名 ⼊⼒されていること

設計 構造・⾬⽔の瑕疵保証 構造・⾬⽔の瑕疵保証

現況調査 物件概要 物件概要

設計 階段・⼿すりなど

設計 省エネルギー 気密性能



北海道R住宅＿適合するための要件

判定25
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

総合所⾒ ⼊⼒されていること
断熱／結果 ⼊⼒されていること
断熱／評価 ⼊⼒されていること
断熱／アドバイス ⼊⼒されていること
防⽔／結果 ⼊⼒されていること
防⽔／評価 ⼊⼒されていること
防⽔／アドバイス ⼊⼒されていること
防湿／結果 ⼊⼒されていること
防湿／評価 ⼊⼒されていること
防湿／アドバイス ⼊⼒されていること
構造／結果 ⼊⼒されていること
構造／評価 ⼊⼒されていること
構造／アドバイス ⼊⼒されていること
換気／結果 ⼊⼒されていること
換気／評価 ⼊⼒されていること
換気／アドバイス ⼊⼒されていること
劣化／結果 ⼊⼒されていること
劣化／評価 ⼊⼒されていること
劣化／アドバイス ⼊⼒されていること
設備／結果 ⼊⼒されていること
設備／評価 ⼊⼒されていること
設備／アドバイス ⼊⼒されていること

判定26
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

基礎の不同沈下 選択されていること
基礎の不同沈下（コメント） 「基礎の不同沈下」で「調査不能」を選択した場合は、⼊⼒されていること
鉄筋施⼯の有無 選択されていること
鉄筋施⼯の有無（コメント） 「鉄筋施⼯の有無」で「調査不能」を選択した場合は、⼊⼒されていること
鉄筋の露出事象 選択されていること
鉄筋の露出事象（コメント） 「鉄筋の露出事象」で「調査不能」を選択した場合は、⼊⼒されていること
コンクリートの劣化【外部仕上げ】 選択されていること
コンクリートの劣化【外部仕上げ】（コメント） 「コンクリートの劣化【外部仕上げ】」で「調査不能」を選択した場合は、⼊⼒されていること
コンクリートの劣化【内部躯体】 選択されていること
コンクリートの劣化【内部躯体】（コメント） 「コンクリートの劣化【内部躯体】」で「調査不能」を選択した場合は、⼊⼒されていること

基礎写真
「基礎の不同沈下」、「鉄筋施⼯の有無」、「調査不能」、「鉄筋の露出事象」、「コンクリートの劣
化【外部仕上げ】」、「コンクリートの劣化【内部躯体】」がすべて「調査不能」となっていない場合写
真の添付が必須

考察・写真の状況コメント
「基礎の不同沈下」、「鉄筋施⼯の有無」、「調査不能」、「鉄筋の露出事象」、「コンクリートの劣
化【外部仕上げ】」、「コンクリートの劣化【内部躯体】」がすべて「調査不能」となっていない場合は
⼊⼒が必須

判定27
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

⼟台・⼤引・根太・床束・束⽯ 選択されていること
⼟台・⼤引・根太・床束・束⽯（コメント） 「⼟台・⼤引・根太・床束・束⽯」で「調査不能」を選択した場合は、⼊⼒されていること
考察・写真の状況コメント 「⼟台・⼤引・根太・床束・束⽯」で「調査不能」以外を選択した場合は、⼊⼒されていること

現況調査 【安全性】床下 床下

現況調査 評価・アドバイス 評価・アドバイス

現況調査 基礎 基礎



北海道R住宅＿適合するための要件

判定28
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

ひび割れ 選択されていること
ひび割れ（コメント） 「ひび割れ」で「調査不能」を選択した場合は、⼊⼒されていること
腐朽 選択されていること
腐朽（コメント） 「腐朽」で「調査不能」を選択した場合は、⼊⼒されていること
⼩屋裏写真 「ひび割れ」、「腐朽」がすべて「調査不能」となっていない場合は添付が必須
考察・写真の状況コメント 「ひび割れ」、「腐朽」がすべて「調査不能」となっていない場合は⼊⼒が必須

判定29
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

床下断熱材等の確認 選択されていること
床下断熱材等の確認（コメント） 「床下断熱材等の確認」で「調査不能」を選択した場合は、⼊⼒されていること
基礎断熱材等の確認 選択されていること
基礎断熱材等の確認（コメント） 「基礎断熱材等の確認」で「調査不能」を選択した場合は、⼊⼒されていること
かび臭 選択されていること
かび臭（コメント） 「かび臭」で「調査不能」を選択した場合は、⼊⼒されていること
⼟の状態 選択されていること
⼟の状態（コメント） 「⼟の状態」で「調査不能」を選択した場合は、⼊⼒されていること
床下防湿シート等の確認 選択されていること
床下防湿シート等の確認（コメント） 「床下防湿シート等の確認」で「調査不能」を選択した場合は、⼊⼒されていること
漏⽔等の有無 選択されていること
漏⽔等の有無（コメント） 「漏⽔等の有無」で「調査不能」を選択した場合は、⼊⼒されていること
床下換気⼝の設置 選択されていること
床下換気⼝の設置（コメント） 「床下換気⼝の設置」で「調査不能」を選択した場合は、⼊⼒されていること

床下写真
「床下断熱材等の確認」、「基礎断熱材等の確認」、「かび臭」、「⼟の状態」、「床下防湿シート
等の確認」、「漏⽔等の有無」、「床下換気⼝の設置」がすべて「調査不能」となっていない場合
は添付が必須

考察・写真の状況コメント
「床下断熱材等の確認」、「基礎断熱材等の確認」、「かび臭」、「⼟の状態」、「床下防湿シート
等の確認」、「漏⽔等の有無」、「床下換気⼝の設置」がすべて「調査不能」となっていない場合
は⼊⼒が必須

判定30
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

シーリング材の劣化 選択されていること
シーリング材の劣化（コメント） 「シーリング材の劣化」で「調査不能」を選択した場合は、⼊⼒されていること
外壁材の劣化 選択されていること
外壁材の劣化（コメント） 「外壁材の劣化」で「調査不能」を選択した場合は、⼊⼒されていること
外壁通気層の設置 選択されていること
外壁通気層の設置（コメント） 「外壁通気層の設置」で「調査不能」を選択した場合は、⼊⼒されていること
開⼝部本体の劣化（建て付け・開閉不良・施錠不良等） 選択されていること

開⼝部本体の劣化（建て付け・開閉不良・施錠不良等）（コメント）
「開⼝部本体の劣化（建て付け・開閉不良・施錠不良等）」で「調査不能」を選択した場合
は、⼊⼒されていること

開⼝部のガラス・気密シーリングの劣化 選択されていること
開⼝部のガラス・気密シーリングの劣化（コメント） 「開⼝部のガラス・気密シーリングの劣化」で「調査不能」を選択した場合は、⼊⼒されていること
開⼝部の種類（選択肢）（アルミ）
開⼝部の種類（選択肢）（⽊製）
開⼝部の種類（選択肢）（PVC）
開⼝部の種類（選択肢）（その他）
開⼝部の種類（コメント） 「開⼝部の種類（選択肢）（その他）」が選択されている場合は、⼊⼒されていること

考察・写真の状況コメント
「シーリング材の劣化」「外壁材の劣化」「外壁通気層の設置」「開⼝部本体の劣化（建て付け・
開閉不良・施錠不良等）」「開⼝部のガラス・気密シーリングの劣化」がすべて「調査不能」となっ
ていない場合は⼊⼒が必須

現況調査 【暖かさ・耐久性】床下 床下

現況調査 外壁 外壁

「開⼝部の種類（選択肢）（アルミ）」「開⼝部の種類（選択肢）（⽊製）」「開⼝部の種
類（選択肢）（PVC）」のいずれか⼀つ以上を選択、または「開⼝部の種類（選択肢）（そ
の他）」を選択、または「シーリング材の劣化」「外壁材の劣化」「外壁通気層の設置」「開⼝部
本体の劣化（建て付け・開閉不良・施錠不良等）」「開⼝部のガラス・気密シーリングの劣化」

現況調査 【安全性】⼩屋裏 ⼩屋裏
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判定31
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

軒裏（軒天井）の劣化 選択されていること
軒裏（軒天井）の劣化（コメント） 「軒裏（軒天井）の劣化」で「調査不能」を選択した場合は、⼊⼒されていること
考察・写真の状況コメント 「軒裏（軒天井）の劣化」で「調査不能」以外を選択した場合は、⼊⼒されていること

判定32
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

【天井⾯】断熱材等の確認 選択されていること
【天井⾯】断熱材等の確認（コメント） 「【天井⾯】断熱材等の確認」で「調査不能」を選択した場合は、⼊⼒されていること
【外壁⾯】断熱材等の確認 選択されていること
【外壁⾯】断熱材等の確認（コメント） 「【外壁⾯】断熱材等の確認」で「調査不能」を選択した場合は、⼊⼒されていること
防湿シート等の有無 選択されていること
防湿シート等の有無（コメント） 「防湿シート等の有無」で「調査不能」を選択した場合は、⼊⼒されていること
漏⽔等の有無 選択されていること
漏⽔等の有無（コメント） 「漏⽔等の有無」で「調査不能」を選択した場合は、⼊⼒されていること
軒裏換気・⼩屋裏換気⼝の設置確認 選択されていること
軒裏換気・⼩屋裏換気⼝の設置確認（コメント） 「軒裏換気・⼩屋裏換気⼝の設置確認」で「調査不能」を選択した場合は、⼊⼒されていること
⼩屋裏換気・通気の確保 選択されていること
⼩屋裏換気・通気の確保（コメント） 「⼩屋裏換気・通気の確保」で「調査不能」を選択した場合は、⼊⼒されていること

⼩屋裏写真
「【天井⾯】断熱材等の確認」「【外壁⾯】断熱材等の確認」「防湿シート等の有無」「漏⽔等の
有無」「軒裏換気・⼩屋裏換気⼝の設置確認」「⼩屋裏換気・通気の確保」がすべて「調査不
能」となっていない場合は添付が必須

考察・写真の状況コメント
「【天井⾯】断熱材等の確認」「【外壁⾯】断熱材等の確認」「防湿シート等の有無」「漏⽔等の
有無」「軒裏換気・⼩屋裏換気⼝の設置確認」「⼩屋裏換気・通気の確保」がすべて「調査不
能」となっていない場合は⼊⼒が必須

判定33
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

仕上げ材・屋根葺材、破⾵の劣化 選択されていること
仕上げ材・屋根葺材、破⾵の劣化（コメント） 「仕上げ材・屋根葺材、破⾵の劣化」で「調査不能」を選択した場合は、⼊⼒されていること
防⽔・シーリング材の劣化 選択されていること
防⽔・シーリング材の劣化（コメント） 「防⽔・シーリング材の劣化」で「調査不能」を選択した場合は、⼊⼒されていること

屋根破⾵写真 「仕上げ材・屋根葺材、破⾵の劣化」「防⽔・シーリング材の劣化」がすべて「調査不能」となって
いない場合は添付が必須

考察・写真の状況コメント 「仕上げ材・屋根葺材、破⾵の劣化」「防⽔・シーリング材の劣化」がすべて「調査不能」となって
いない場合は⼊⼒が必須

判定34
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

給⽔・給湯／⾚⽔ 選択されていること
給⽔・給湯／⾚⽔（コメント） 「給⽔・給湯／⾚⽔」で「調査不能」以外を選択した場合は、⼊⼒されていること
暖房 ⼊⼒されていること
換気⽅式・局所換気作動 選択されていること
換気⽅式・局所換気作動（コメント） 「換気⽅式・局所換気作動」で「調査不能」以外を選択した場合は、⼊⼒されていること
換気⽅式・全体換気 ⼊⼒されていること
設備（キッチン）写真 写真が添付されていること
設備（洗⾯所）写真 写真が添付されていること
設備（浴室）写真 写真が添付されていること
設備（トイレ）写真 写真が添付されていること

設備写真 「給⽔・給湯／⾚⽔」、「換気⽅式・局所換気作動」がすべて「調査不能」となっていない場合は
写真の添付が必須

考察・写真の状況コメント 「給⽔・給湯／⾚⽔」、「換気⽅式・局所換気作動」がすべて「調査不能」となっていない場合は
⼊⼒が必須

現況調査 屋根破⾵ 屋根破⾵

現況調査 設備 設備

現況調査 軒裏 軒裏

現況調査 【暖かさ・耐久性】⼩屋裏 ⼩屋裏
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判定35
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

床【部分】/仕上げ材・仕上げ材の状態 選択されていること
床【部分】/仕上げ材・仕上げ材の状態（コメント） 「仕上げ材・仕上げ材の状態」で「調査不能」以外を選択した場合は、⼊⼒されていること
床【部分】/傾斜・床の傾斜状態 選択されていること
床【部分】/傾斜・床の傾斜状態（コメント） 「傾斜・床の傾斜状態」で「調査不能」以外を選択した場合は、⼊⼒されていること
床【部分】/傾斜・床の沈み・床鳴り・揺らぎ 選択されていること
床【部分】/傾斜・床の沈み・床鳴り・揺らぎ（コメント） 「傾斜・床の沈み・床鳴り・揺らぎ」で「調査不能」以外を選択した場合は、⼊⼒されていること
床【部分】/漏⽔の跡 選択されていること
床【部分】/漏⽔の跡（コメント） 「【床】漏⽔の跡」で「調査不能」以外を選択した場合は、⼊⼒されていること
床【全体】/床全体の傾斜 選択されていること
床【全体】/床全体の傾斜（コメント） 「床全体の傾斜」で「調査不能」以外を選択した場合は、⼊⼒されていること
壁/仕上げ材・仕上げ材の状況 選択されていること
壁/仕上げ材・仕上げ材の状況（コメント） 「【壁】仕上げ材・仕上げ材の状況」で「調査不能」以外を選択した場合は、⼊⼒されていること
壁/傾斜壁・柱の傾斜状態 選択されていること
壁/傾斜壁・柱の傾斜状態（コメント） 「傾斜壁・柱の傾斜状態」で「調査不能」以外を選択した場合は、⼊⼒されていること
壁/漏⽔の跡 選択されていること
壁/漏⽔の跡（コメント） 「【壁】漏⽔の跡」で「調査不能」以外を選択した場合は、⼊⼒されていること
天井/仕上げ材・仕上げ材の状況 選択されていること
天井/仕上げ材・仕上げ材の状況（コメント） 「【天井】仕上げ材・仕上げ材の状況」で「調査不能」以外を選択した場合は、⼊⼒されているこ
天井/漏⽔の跡 選択されていること
天井/漏⽔の跡（コメント） 「【天井】漏⽔の跡」で「調査不能」以外を選択した場合は、⼊⼒されていること
階段/路⾯の沈み・床鳴り・揺らぎ 選択されていること
階段/路⾯の沈み・床鳴り・揺らぎ（コメント） 「路⾯の沈み・床鳴り・揺らぎ」で「調査不能」以外を選択した場合は、⼊⼒されていること

室内写真

「路⾯の沈み・床鳴り・揺らぎ」、「傾斜・床の傾斜状態」、「傾斜・床の沈み・床鳴り・揺らぎ」、
「【床】漏⽔の跡」、「仕上げ材・仕上げ材の状態」、「【天井】漏⽔の跡」、「【天井】仕上げ材・仕
上げ材の状況」、「傾斜壁・柱の傾斜状態」、「【壁】漏⽔の跡」、「【壁】仕上げ材・仕上げ材の
状況」、「床全体の傾斜」がすべて「調査不能」となっていない場合は写真の添付が必須

考察・写真の状況コメント

「路⾯の沈み・床鳴り・揺らぎ」、「傾斜・床の傾斜状態」、「傾斜・床の沈み・床鳴り・揺らぎ」、
「【床】漏⽔の跡」、「仕上げ材・仕上げ材の状態」、「【天井】漏⽔の跡」、「【天井】仕上げ材・仕
上げ材の状況」、「傾斜壁・柱の傾斜状態」、「【壁】漏⽔の跡」、「【壁】仕上げ材・仕上げ材の
状況」、「床全体の傾斜」がすべて「調査不能」となっていない場合は⼊⼒が必須

判定36
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

バルコニー・ベランダ使⽤部材の劣化 選択されていること
バルコニー・ベランダ使⽤部材の劣化（コメント） 「バルコニー・ベランダ使⽤部材の劣化」で「調査不能」を選択した場合は、⼊⼒されていること

考察・写真の状況コメント 「バルコニー・ベランダ使⽤部材の劣化」で「調査不能」以外を選択した場合は、⼊⼒されているこ
と

判定37
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

雪処理（選択肢）（落雪）
雪処理（選択肢）（防雪柵）
雪処理（選択肢）（ロードヒーティング）
雪処理（選択肢）（その他）
雪処理（コメント） 「雪処理（選択肢）（その他）」を選択した場合は、⼊⼒されていること
擁壁・塀の劣化 選択されていること
擁壁・塀の劣化（コメント） 「擁壁・塀の劣化」で「調査不能」以外を選択した場合は、⼊⼒されていること
堆雪スペース 選択されていること
考察・写真の状況コメント 「擁壁・塀の劣化」「堆雪スペース」がすべて「調査不能」となっていない場合は⼊⼒が必須

現況調査 敷地・外構 敷地・外構

「雪処理（選択肢）（落雪）」「雪処理（選択肢）（防雪柵）」「雪処理（選択肢）
（ロードヒーティング）」のいずれか⼀つ以上を選択、または「雪処理（選択肢）（その他）」を
選択、または「擁壁・塀の劣化」「堆雪スペース」で「調査不能」が選択されていること

現況調査 室内 室内

現況調査 バルコニー・ベランダ バルコニー・ベランダ
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判定きた住まいるブランド住宅1
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

設計者 設計者 きた住まいるID 設計に登録されているきた住まいるIDが⼊⼒さていること
⼯事施⼯者 ⼯事施⼯者 きた住まいるID 建設に登録されているきた住まいるIDが⼊⼒さていること

判定きた住まいるブランド住宅2
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

改修（本⼯事）前の性能　適応する基準

改修（本⼯事）前の性能　等級

改修（本⼯事）後の性能　適応する基準

改修（本⼯事）後の性能　等級

判定きた住まいるブランド住宅3
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

改修（本⼯事）前の性能　適応する基準

改修（本⼯事）前の性能　等級

改修（本⼯事）後の性能　適応する基準

改修（本⼯事）後の性能　等級

判定きた住まいるブランド住宅4
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

改修（本⼯事）前の性能　適応する基準

改修（本⼯事）前の性能　等級

改修（本⼯事）後の性能　適応する基準

改修（本⼯事）後の性能　等級

設計 省エネルギー
等級の確認（改修⼯事の場合）
⽇本住宅性能表⽰基準に基づく「断熱等性能
等級」の評価

次のいずれかに該当すること
①「改修（本⼯事）前の性能　適応する基準」で「既存住宅基準」を選択し、「改修（本⼯
事）前の性能　等級」で、「等級3の評価を受けている」「等級3相当であることを確認している」
「等級4の評価を受けている」「等級4相当であることを確認している」のいずれかが選択されている
こと
②「改修（本⼯事）後の性能　適応する基準」で「既存住宅基準」を選択し、「改修（本⼯
事）後の性能　等級」で、「等級3の評価を受けている」「等級3相当であることを確認している」
「等級4の評価を受けている」「等級4相当であることを確認している」のいずれかが選択されている
こと

設計 ⾼い耐久性
等級の確認（改修⼯事の場合）
⽇本住宅性能表⽰基準に基づく「劣化対策等
級」の評価

次のいずれかに該当すること
①「改修（本⼯事）前の性能　適応する基準」で「既存住宅基準」を選択し、「改修（本⼯
事）前の性能　等級」で、「等級3の評価を受けている」「等級3相当であることを確認している」
のいずれかが選択されていること
②「改修（本⼯事）後の性能　適応する基準」で「既存住宅基準」を選択し、「改修（本⼯
事）後の性能　等級」で、「等級3の評価を受けている」「等級3相当であることを確認している」
のいずれかが選択されていること

設計 ⾼い耐久性
等級の確認（改修⼯事の場合）

⽇本住宅性能表⽰基準に基づく「耐震等級」の
確認

次のいずれかに該当すること
①「改修（本⼯事）前の性能　適応する基準」で「既存住宅基準」を選択し、「改修（本⼯
事）前の性能　等級」で、「等級1の評価を受けている」「等級1相当であることを確認している」
「等級2の評価を受けている」「等級2相当であることを確認している」「等級3の評価を受けてい
る」「等級3相当であることを確認している」のいずれかが選択されていること
②「改修（本⼯事）後の性能　適応する基準」で「既存住宅基準」を選択し、「改修（本⼯
事）後の性能　等級」で、「等級1の評価を受けている」「等級1相当であることを確認している」
「等級2の評価を受けている」「等級2相当であることを確認している」「等級3の評価を受けてい
る」「等級3相当であることを確認している」のいずれかが選択されていること

基本



北海道R住宅＿適合するための要件

判定1
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

⽒名 ⼊⼒されていること
カナ⽒名 ⼊⼒されていること
郵便番号 ⼊⼒されていること
住所 ⼊⼒されていること
電話番号 ⼊⼒されていること
メールアドレス ⼊⼒されていること

　　　　　　判定の番号です。また、判定する住宅の種類を以下の様に⽰しています。
　
　　　　　　・判定　+　番号　 「北海道R住宅⽔準」、「きた住まいるブランド住宅／北海道R住宅」

　　　　　　・判定きた住まいるブランド住宅　+　番号　 「きた住まいるブランド住宅／北海道R住宅」

　　　　　　　　　　　　システムと対応する項⽬を⽰しています。

●表の⾒⽅

基本 建築主 建築主

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

②

③
④
⑤ ⑥

①

②〜⑥



 
 

 

 

 

 

 

 

その他住宅の適合するための要件 
・その他の新築住宅 
・その他の既存住宅 

 

 

 

 



その他の新築住宅／その他の既存住宅＿適合するための要件

判定1
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

⽒名 ⼊⼒されていること
カナ⽒名 ⼊⼒されていること
郵便番号 ⼊⼒されていること
住所 ⼊⼒されていること
電話番号 ⼊⼒されていること
メールアドレス ⼊⼒されていること

判定2
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

建築⼠事務所名 ⼊⼒されていること
建築⼠事務所種別 選択されていること
建築⼠事務所登録番号 ⼊⼒されていること
郵便番号 ⼊⼒されていること
所在地 ⼊⼒されていること
電話番号 ⼊⼒されていること
担当者⽒名 ⼊⼒されていること
建築⼠資格種別 選択されていること
建築⼠登録番号 ⼊⼒されていること

判定3
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

建築⼠事務所名 ⼊⼒されていること
建築⼠事務所登録番号 ⼊⼒されていること
郵便番号 ⼊⼒されていること
所在地 ⼊⼒されていること
電話番号 ⼊⼒されていること
担当者⽒名 ⼊⼒されていること
建築⼠資格種別 選択されていること
建築⼠登録番号 ⼊⼒されていること

判定4
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

会社・営業所名 ⼊⼒されていること
建設業許可番号 ⼊⼒されていること
郵便番号 ⼊⼒されていること
所在地 ⼊⼒されていること
電話番号 ⼊⼒されていること
担当者⽒名 ⼊⼒されていること

基本 ⼯事監理者 ⼯事監理者

基本 ⼯事施⼯者 ⼯事施⼯者

基本 建築主 建築主

基本 設計者 設計者



その他の新築住宅／その他の既存住宅＿適合するための要件

判定5
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

⽒名

カナ⽒名

登録番号　※BIS、BIS-M

登録番号　※住宅省エネルギー技術講習会設計者講習会修了者

判定6
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

⽒名

カナ⽒名

登録番号　※BIS-E、BIS-M

登録番号　※住宅省エネルギー技術講習会施⼯技術者講習会修了者

判定7
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

社名 ⼊⼒されていること
郵便番号 ⼊⼒されていること
所在地 ⼊⼒されていること
電話番号 ⼊⼒されていること
⽒名 ⼊⼒されていること
役職 ⼊⼒されていること
建築⼠資格種別 選択されていること
登録番号 ⼊⼒されていること
建築⼠以外の資格 ⼊⼒されていること
メールアドレス ⼊⼒されていること
⼊⼒内容 ⼊⼒されていること

基本 システム⼊⼒責任者 システム⼊⼒責任者

基本 BIS等 BIS・BIS-Mまたは住宅省エネルギー
技術者講習会の修了者（設計の関与）

①②③のいずれかに適合していること
①「⽒名」「カナ⽒名」「登録番号※BIS、BIS-M」が⼊⼒されており、実際に登録されている番
号及び⽒名、カナ⽒名であること
②「⽒名」「登録番号※住宅省エネルギー技術講習会設計者講習会修了者」が⼊⼒されてい
ること
③判定6が適合していること

基本 BIS等 BIS-E・BIS-Mまたは住宅省エネルギー
技術者講習会の修了者（施⼯の関与）

①②③のいずれかに適合していること
①「⽒名」「カナ⽒名」「登録番号※BIS-E、BIS-M」が⼊⼒されており、実際に登録されている
番号及び⽒名、カナ⽒名であること
②「⽒名」「登録番号※住宅省エネルギー技術講習会設計者講習会修了者」が⼊⼒されてい
ること
③判定5が適合していること



その他の新築住宅／その他の既存住宅＿適合するための要件

判定8
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

登記簿記載の地名地番 ⼊⼒されていること
住居表⽰（都道府県） 選択されていること
住居表⽰（市町村） ⼊⼒されていること
住居表⽰（町名番地） ⼊⼒されていること
住居表⽰カナ ⼊⼒されていること
地域区分 選択されていること
都市計画区域及び準都市計画区域 選択されていること
市街化区域または市街化調整区域 選択されていること
建築基準法6条1項4号指定区域 選択されていること
防⽕地域等の指定 選択されていること
敷地⾯積 ⼊⼒されていること

判定 9
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

主たる構造 選択されていること
主たる構造が⽊造の場合の⼯法 「主たる構造」で「⽊造」を選択した場合は、選択されていること

判定10
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

地上階数 0以上を⼊⼒
地下階数

延べ⾯積 地階部分

判定11
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

基本 建築物及び敷地 建築⾯積 建築⾯積 0以上を⼊⼒

判定12
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

延べ⾯積 0以上を⼊⼒
床⾯積（1階） 0以上を⼊⼒
床⾯積（2階） 0以上を⼊⼒
床⾯積（3階） 0以上を⼊⼒

0以上を⼊⼒、かつ「地下階数」に1以上を⼊⼒した場合は「地階部分」を⼊⼒

基本 建築物及び敷地 延べ⾯積

基本 建築物及び敷地 構造

基本 建築物及び敷地 階数

基本 建築物及び敷地 敷地



その他の新築住宅／その他の既存住宅＿適合するための要件

判定1
⼤項⽬ 中項⽬ ⼩項⽬ ⼊⼒欄・選択欄 適合するための要件

⽒名 ⼊⼒されていること
カナ⽒名 ⼊⼒されていること
郵便番号 ⼊⼒されていること
住所 ⼊⼒されていること
電話番号 ⼊⼒されていること
メールアドレス ⼊⼒されていること

　　　　　　判定の番号です。また、判定する住宅の種類を以下の様に⽰しています。
　
　　　　　　・判定　+　番号　 「その他の新築住宅」、「その他の既存住宅」

　　　　　　　　　　　　システムと対応する項⽬を⽰しています。

●表の⾒⽅

基本 建築主 建築主

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

②

③
④
⑤ ⑥

①

②〜⑥




